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児童・生徒が人権尊重の理念である「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めること」を理解する

とともに、それが態度や行動に現れるようになるよう、学校教育のあらゆる場面で人権教育を行うことが

求められています。 

 このワークシート集が、学校における人権教育推進のための一助となれば幸いです。 

●人権、そして人権教育とは

「人権」とは、「人々が生存と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」です。「生きていたい」

「自由でいたい」「幸福でいたい」という、すべての人に共通する３つの願いを支えるものです。 

 そして人権教育とは、自他の人権を正しく理解し、相互に尊重し合うという人権尊重の精神の涵養を目

的とする教育活動、つまり「自分の大切さとともに、他の人の大切さを認める」という気持ちを、水が土

へと染みこんでいくように、自然にゆっくりと児童・生徒の心の中に育てていくことです。 

●学校教育における人権教育の在り方について

各学校が人権教育に取り組むに際しては、人権に関わる概念や人権教育がめざすものを明確にし、教職

員が十分理解した上で、組織的・計画的に取組を進めることが大切です。 

平成20年3月に文部科学省が制定した「人権教育の指導法の在り方について（第三次とりまとめ）」と、

令和3年及び令和４年に作成されたその補足資料は、人権教育を進める上での指針となっています。 

「人権教育の指導法の在り方について（第三次とりまとめ）」では、学校教育における人権教育の目標

を次のように示しています。 

一人ひとりの児童・生徒がその発達段階に応じ、人権の意義・内容や重要性について理解し［自分の大

切さとともに他の人の大切さを認めること］ができるようになり、それが様々な場面や状況下での具体的

な態度や行動に現れるとともに、人権が尊重される社会づくりに向けた行動につながるようにすること。 

そのためには、人権や人権擁護に関する基本的な知識を確実に学び、その内容と意義についての知的理

解を徹底し、深化することが必要となります。また、人権が持つ価値や重要性を直感的に感受し、それを

共感的に受け止めるような感性や感覚、すなわち人権感覚を育成することが併せて必要となります。さら

に、こうした知的理解と人権感覚を基盤として、自分と他者との人権擁護を実践しようとする意識、意欲

や態度を向上させること、そしてその意欲や態度を実際の行為に結びつける実践力や行動力を育成するこ

とが求められます。 

また、各学校においては、上記のような考え方を基本としつつ、児童・生徒や学校の実態等に応じて人

権教育によって達成しようとする目標を具体的に設定し主体的な取組を進めることが必要である、とも示

されています。 

さらに、教科等指導、生徒指導、学級経営など、その活動の全体を通じて、人権尊重の精神に立った学

校づくりを進めていくべきとし、教職員による厳しさと優しさを兼ね備えた指導と、全ての教職員の意識

的な参画、児童・生徒の主体的な学級参加等を促進し、人権が尊重される学校教育を実現・維持するため

の環境整備に取り組むことが大切であるとされ、また、こうした基盤の上に、児童・生徒間の望ましい人

間関係を形成し、人権尊重の意識と実践力を養う学習活動を展開していくことが求められています。 

はじめに 

学校教育における人権教育推進のために
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 人権感覚とは、 生活の中で人権上 のあるような に した際に、直感的にその は

お しいと う感性や、 生活において人権への が態度や行動に現れるような感覚です。 

 教職員は、児童・生徒に直 関わり、指導することでその心 の成 発達を促進し支 するという

を っています。したがって、児童・生徒一人ひとりの大切さを く自覚し、一人の人間として す

るという で指導することが重要です。教職員には、自らの 動が児童・生徒の人権を すること

にならないよう に意識していくことが求められます。 

教職員が人権尊重の理念を十分に理解すること

 教職員が人権尊重の理念を十分に理解することが大切です。人権尊重の理念とは「自分の大切さと

ともに他の人の大切さを認めること」です。これは全ての教育活動の基盤となるものです。 

 また、「 ながわ人権 推進指針（第 次 定 ）」に示された人権 について、正しい理解

と認識を深めることが大切です。 

教職員が一人ひとりの児童・生徒の人権を尊重すること

 児童・生徒が自らの大切さが認められていることを実感できるような環境づくりに めることが大

切です。人権が尊重される学級・学校づくりを心 け、 の関わりのな で、児童・生徒一人ひと

りの大切さを教職員が自覚し、一人の人間として する必要があります。 

 児童・生徒自 が「自分は大切にされている」という気持ちを持つことが児童・生徒の成 につな

がります。 

３ 学校の教育活動を に すること

 々の教育活動を「児童・生徒の人権を大切にしている 」という ら、 に り ってみる

ことが大切です。これまで、 的に行ってきた活動や指導方法についても、あらゆる ら 直

し、児童・生徒一人ひとりを大切にした教育活動が行われている を することが重要です。 

 また、学校 よりや学級通 などの 現等が人権に したものとなっている 、 する 等

の をとっている など、作成する際に十分に する必要があります。 

教職員に求められる人権感覚

●一人ひとりの考える 間の保

●全員が参加できる の展開

●自 できる場の設定

（ ・教 ・教員）

●わ りやすい 内容、

ワークシート

教科等指導 

● ち いて学習ができる教

環境（ 示 、 の ）

●全員の作 が大切にされる

示・展示

●相互理解や を深めること

ができる 示

等
学級経営等

心して せる

学校・教

●間 ってもよい（受け止める）、

自由な発 が認められる 気

●互いの発 を まで く、

も大切にする 気

●互いのよさを認め合う場や 会

等

生徒指導 

人権が尊重される 

人間関係づくり 

互いのよさや 性を

認め合える 間

人権が尊重される 

学級活動づくり

一人ひとりが大切にされる

互いのよさや 性を

発 できる取組

人権尊重の視点に立った学校づくり 

等
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 このワークシート集は、 内の 立 、 学校、中学校、中等教育学校 、 支 学校

の 生方に、人権教育に取り組む際に活 していた くことをねらいとして作成しました。 

 このワークシート集は、主として人権全 を ー に、 もが取り組みやすいものを中心に作成しま

した。学習 を 学校 ３年生、４ 年生、中学生、（一部教職員を む）に分けてありますが、

この 分にこ わら 、学校や学年、学級の実態に応じて活 してく さい。 

３ このワークシート集は、 とにワークの解 や展開 及びワークシートを しています。ワー

クシートを って実践する に、解 や展開 の 意 などを十分に参 してく さい。 

４ このワークシート集に している ー ー は、令和 年 2 月 のものです。 

作権上の制 があるため、 の に したり、ワークシートの内容を えて 成 として発

したりするなど、 や の目的で する場合には、神 教育 員会に い合わせてく

さい。 

 各学校に されている「人権学習ワークシート集 人権教育実践のために（ ・中学校 ） 」

の第 集及び第 集にも、ワークシートとその活 が されています。この 会にあらため

て になり、併せて 活 く さい。 

ワークシート集は、神 の ト らも ー できます。 

ワークシート集の活 のし たについて

神  人権教育学習教  🔍🔍

● 学習を進めるにあたって ●

一人ひとりが 心して学習できるように、次の内容を確認して ら学習を進めまし う。

 一人ひとりの学習 者が し合いなどに参加しやすい 気を作りまし う。 

 他の人を つけるような 動があったときは、その学習の 間内で を指 し、

切に指導しまし う。 

 次のことを 学習の として、学習 者に えまし う。 

   

 他の人の考え方を尊重し、意 や考えのちがいを認め合えるようにする。 

 ワーク中に された 人的な内容は、この場 りとし、他の場では さない。

３ 様々な で、ワークシートに いた内容を他の人に せたくない場合や、 したく

ない場合などには、その気持ちを尊重する。 
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子どもの人権

た に

 学  

  学校 年生 ３年生 

  

  学校生活で きるでき とについて、 場人 の 動や気持ちを考えることをとおして、相 の気持

ちを いやることの大切さに気づ せ、相 を つけるような 動をしない、 さない気持ちを養う。 

 の 

 ワークシート 

   の 組が できる環境（ 、 ク ー 等の ） 

  

「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めること」が人権尊重の理念です。その理念を理解し 

ていても、実際に態度や行動にあらわれるようにしていくのはな な しいことでもあります。 に、

学校 学年の段階では、自分が ったことを 直に にしてしまうことも なくありません。 

  そこで、学校生活で きるでき とをもとにして、一人ひとりが い気持ちで行ったことが相 を

つけたり、いじめにつながったりすることを 認識できる学習を設定しました。相 を いやる

いが、相 を大切にしているという意 示につながっていきます。そうした ーシ をと

れることが児童にとって「自分は大切にされている」ということを実感できる環境づくりにもつながっ

ていくと考えられます。学習を通して、相 の気持ちを いやることの大切さをク で共 し、いじ

めは にいけないという意識や態度を養います。 

   

 学 の    

導  

分 

学習の確認（ 分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

・みんなで しく したり ん り

するために大切なことは 、ワー

クシートに く。 

・動画を する トを く。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・ワークシートを する。 

・ ーワー でもよいので くよ

うに促す。 

・「 た体 はない 」「自分な

らどうする 」と考えながら

することを える。 

・ワークシート 

展開 

3 分 

ク （3 分） 

「みんながえがおでいるために」

  「 く

ん」より「 ーのらくがき」 

を する。 0分  

動画の内容を全体で整理する。 

・児童が する 備ができてい

る 確認して ら める。 

・ 場人 とあらすじの確認をす

る。（ ト等を 示すると

わ りやすい。） 

・動画 
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もし自分が の 間に教 にいた

らどうする し合う。 

のク の中で、すてき な 

と った に を く。 

  

  

について全体に発 し共 する。 

みんなで しく したり ん り 

するために大切なこと、さらに自分

には ができる を考え、ワークシ

ートに く。 

・自分 ったらという で し

合いをするように促す。 

・自分 ったらと考えにくけれ

ば、自分はどの人 に い 考

えさせるとよい。 

・ の 間に ら 、 ー

ー や教 での様 ら、すて

き な、 がやいているなと

う人 にあてた を くよう

促す。 

・さまざまな 場人 に向けて

いた を発 することで、加

者、 者、 者それぞれ

の立場について、どのような行

動が大切なの を考えていける

ようにする。 

・「 しない」ではなく、「 す

る」という 向きな内容で く

ように える。 

まとめ 

分 

まとめ（ 分） 

・まとめの を く。 ・ をとおして児童 ら され

た考えや記 をもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

参考資料など  

   「 くん」より「 ーのらくがき」 （ ） 

2 000 302 00000 

・ 一つで相 の気持ちを くすることも、 つけることもできてしまう。 ら

こそ、相 を いやった を うことが大切である。

・他の人の気持ちに り ったり、 いやったりするなどして、お互いの大切さを認め

合うことが大切であることに気づく。
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ワークシート 

（  ）ねん（  ）くみ（  ）ばん なまえ           

 みんなで
たの

しくべんき うしたり、あそん りするために、大切
たいせつ

なことはど

んなこと と
おも

います 。 

 のク の中
な

で、すてき なと
おも

った
こ

に
て が み

を いてみまし う。 

３ みんなで
たの

しくべんき うしたり、あそん りするために、大切
たいせつ

なことは
なん

でし う 。学校
がっこう

や
いえ

などで、あなたにできることは
なん

でし う 。 

                へ

                               

                               

                               

                               

           より 

みんながえがおでいるために 
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子どもの人権

っ

 学  

  学校４年生 年生、中学生 

  

  自分とは う 性に れたときに、 をしたり がったりするのではなく、相 の 性として受け

止めることが大切であるという意識を める。 

 の 

 ワークシート 

 動 の ト（ 示 。ワークシート内の トを 大したもの） 

  

学校 学年や中学生になると、 定の 人と深く わり、互いの考えや気持ちを共 し合う関係

をもつようになります。集 内の 性や集 への 他性が まる らこそ、性 や 力、

に関わら 「みんな ってみんなよい」と、ありのままの他者や自分を受け れることが集 生活を

るうえで大切です。 

そこで、本ワークでは の「十人十 」をもとに、動 を に「 」として、 間につ

いて考える活動をとおして、様々な 性について考えさせます。 に れている性 や た目、あるい

は自分の によって、相 を したり がったりするのではなく、一つの 性として受け止めて、

さらに相 の さを ようとする心が大切 ということに気づ せていきます。 

  た  

 学 の    

導  

分 

学習の確認（ 分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「 きな について う 」 

一 きな動 を い べる。 

ー 内で「せーの」の け で 

に発 する。 

それぞれが発 したものを ー  

内で確認する。 

他に「 きな み ・お 」など

について を り す。 

ー で感 を発 し合う。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・４人 度の ー で行う。 

・ きな動 がいなければ、人気

があると う動 を い べ

るよう える。 

・ 間の す り けるよう促

す。 

・ のように、 様な意 が そ

うなお を 示する。 

・自分と じ意 、 う意 を

いてどう感じた すよう促

す。 

・まとめをする。 

・人それぞれ きなものがあり、たとえ自分と う考えでも 定できないことに気づく。
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展開 

学校

33分 

中学校 

3 分 

ク （ 33分、中3 分）

「 ちがうっていいこと わ

るいこと 」 

の にいる 間になり る の

動 を て、それぞれの動 の

を知る。 

しをするための 間にする３

を び、その理由もあわせてワーク

シートに く。 

ー 内で発 し合う。 

ー で し合った中で、よいと 

った意 を全体で発 する。 

めて 間にする３ を び、

の で考えたことを く。 

・ワークシートを する。 

・動 の を 明しながら、

示 の トを に る。 

・ と われる も めて、

示する はあくまで にい

る動 の であり、その動

すべてに てはまる ではな

いことを確認する。 

・感覚ではなく、な 間にする

理由をもって考えさせる。 

・自分と う人の意 、 様な意

にも を けるように促す。 

・自分と う意 を認める を

える。 

・ を ー （ ）す

るような意 があれば、考え方

を取り上 て全体で共 する。 

・ ー や全体での発 を い

て、 ん 動 が わった

い け、 めて考えさせる。 

・ワークシート

まとめ 

分 

まとめ（ 分） 

・まとめの を く。 ・ をとおして児童・生徒 ら 

された考えや記 をもとに、

ねらいをおさえ、まとめる。 

・自分と じ をもつ人と す けでなく、 う をもつ人と すことも大切で

ある。「自分と う」ということ けで をしたり がったりするのではなく、 性

として受け止め、認め合い、それぞれの さを発 できる集 づくりが大切である。

ー とは  

ある 組み（ ー ）で えられている を、 組みをは して う 組みで

ることを う。 じ でも、人によって 方や感じ方が なり、ある 度 ら たら

であるものも、 の 度 ら たら になる。 

「人権学習ワークシート集 人権教育実践のために 第 集（ ・中学校 ） 」 

神 教育 員会（令和 年３月）
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                                       ワークシート 

（   ）年（   ）組（   ）                  

 
た ら

の には、次のような
とくち う

のある
ひ き

の動 がいます。この中 ら３
び き

の動 を 間
な ま

にできますが、あなたならどの動 を
え ら

びます 。 

内
わ く な い

の（  ）３つに をつけ、
え ら

ん 理由も下に きまし う。 

（ ）  

足が い・ ー  

（ ）ク  

力持ち・  

（ ） め 

が 意
と く い

・
おこ

りっ い 

（ ） く う 

を
と

べる・ ー  

（ ）  

が
き よ う

・  

（ ）  

力
しり く

がよい・
おこ

りっ い 

（ ）  

が利
き

く・ ー

（ ）へび 

すきまに れる・  

（ ）も ら 

面にも れる・
おこ

りっ い

（理由）

ひ き

ちがうっていいこと わるいこと
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 ー の ちの意 を しまし う。 

はん

の ー    動     動     動  

自分    

   

   

   

自分とのちがい

３ あらためて、どの３
び き

を 間
な ま

にします 。また、 の学習をとおして、

あなたが考えたことを きまし う。 

間
な ま

にする動  
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2 

の人権

人 り に

 年、 月23 ら2 までの一 間は、「 共 参画 間」となっています。令和４年度の

参画 間の ー は、「 あなたらしい を く、 あたらしい 社会へ」です。（内

共 参画 より） 

 「 ら」「 ら」という 定 念や 定的な性 分 意識にとらわれ 、自分らしく生き

ていくために、自分の生き方を主体的に できる社会づくりをめざしていくことが、これ らを生きて

いく どもたちには必要です。 

 し し、 経 ー が202 年３月に した ー・ 指 では、 本は、

中 20 という結 になっているのが現状です。 

  

  

どもたちが、 共 参画社会の や現実の について学 ときには、自分の としてとらえ

ることが大切です。そのためには、ま のまわりにある に関心を せることで、 意識をもち、

自分の生き方につな て考えていくようにしていきます。 

えば、 参画に関する 本社会の現状がわ る資料を い、 どもたちの を 、意 を

するなどしながら、自分では気がつ な った や考え方に れる活動を行います。 性や 様性が認

められる社会が、 にとっても生きやすい社会であることに気づき、自分の生き方を主体的に してい

こうと意欲がもてるような学習にしていくことが大切です。 

  

の展開

学年 中学生 

  ねらい 段の生活の中で、存在している性 による や に 意を向け、性 に関わりなく、

自分の生き方を主体的に していこうとする気持ちをもたせる。 

活動  

の

性 によって分けられたり、 されたりし

ているもの、こと、場 を し合う。 

・一人で考える。 

・ ー で意 しながら し合う。 

たものについて性 により分けたり し

たりすることが必要 どう も め、考え、

し合う。 

・全体で共 する。 

性 によって分けられていたり、 されたりしている
もの、こと、場 などについて考えよう

ー・ 指 を る 指 。この指 は、「経 」「 」「教育」「 」の つの分

の ー ら作成。 が 全 平等 が 全平等を す。 本の 合 は、0 。 進 の中では、 。 

・「学校」で、「社会」でなど、考えやすい

ように 示してもよい。 

・ 心して意 が せるように、 し合いの

（ した意 を 定しない、 す

を めるなど）を めておく。 

・意 や全体共 の中で、 た 意識

や 意識を認める。 
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資料 「みんなで目指す ー平等」 内  共 参画 より  

活動  

の

と 本の ー・ 指 を

て気づいたことを し合う。 

・教育分 や 分 は、 じくらい い。 

・ 本が 分 と経 分 が いのはな う。 

各 の 性 員 と 理的職 者に める

性の 合を知る。 

・ 本は、他の に べて い。 

・その は う。 

・それによってどんなことが きている う。 

現状を えるためには、どんな考え方が大切 考え

る。 

・ ー・ 指 の資料を

示する。 

・「 の 性 員 」と「

者及び 理的職 者に める

性の 合」の資料を 示する。 

・ ども ら た意 や を、次の

間の学習 や として、

つな ることもできる。 

ー・ 指 の資料を て考えよう

の の

の の

の

の

の

13



 

活動 は、自分のまわりにある の について めて考えることをとおして、性 で する

必要のないものに気づいたり、 が につながっていない を考えたりします。そのことにより、

にとっても生きやすくなる社会づくりや社会参加をしていこうとするきっ けになる活動 です。

ー 的に うこともできます。 

活動 は、内 共 参画 「みんなで目指す ー平等」の資料を利 していま

す。ここでは、 ー・ 指 と、 の 性 員 、 者及び 理的職 者に

める 性の 合の を し、 や経 の分 での 性参加が ない現状 ら、 性の社会進 が

まれている要 について考えます。性 分 意識にとらわれることなく、自分らしい生き方の

をしていくことにつながる 展開を考えていくことが大切です。 

活動 と を組み合わせた学習展開も考えられます。また、それぞれを、 の学習と関 づけた中で行

うこともできます。（  社会科、 科との関 の中で行う、 合的な学習の 間で の

ー平等を取り上 た学習の中で行うなど。） 

（ ） 会 （2020 年 0 月 ）下 は一 制 会における 性 員 合。 

（ ） 省「 力 （基本集計）」（令和 年）、 より 
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（    持 な開発目標）の の ー の中には、

ー 「 ー平等を実現しよう」があります。 

そして、この「 ー平等」は、すべての ー に関わっているといわれています。 

を学習の中で うときは、すべての ー において、 性と 性にどのような がある 、

また平等に を受けられる などを に考えることが大切です。 

性 による や 利 を らない社会を考えるうえで、性的 の人権についても考え

ることが必要です。 の中で、性的 の人権の らの意 や も てくることが

されます。 

性 を のどちら に分 するという、 で めつけたり、「 性 けが」「 性 け

が」という ではなく、 れもが生きやすい社会づくりという ら、 様な生き方を尊重した

考え方の上に立ち、学習を進めていくことが大切です。 

参考資料など  

「みんなで目指す ー平等」 内  共 参画  

共 参画に関しての  

「 な 中 生のための3大気づき 」 神 立 ながわ 共 参画 ー 

  共 参画・ シー  

  ート 止 発  

  理 支  

全体の目的 

・「すべての人々の人権を実現し、 ー平等とすべての 性の ワー トを達

成することを目指す」 文より 

の ー をすべて実現するための「 段」としての ー平等 

・「 ー平等の実現と 性の ワー トは、すべての目標と ー トの進展

に めて重要な をするものである」本文より 

の ー のすべてにおいて、 性と 性が平等に を受けるためにはどうすれば

い を必 考 しなければなりません。 

「みんなで目指す ー平等」 内  共 参画 より 

性的 の人権との関 について

との関 ら
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資料 

 

 

「 共 参画社会」を実現していくためには、 どもの ら、 定的な性 分 意識にと

らわれ 、 平等・人権尊重の意識や と 的 を える 力を育成していくことが必要で

す。 では、 学 年生を に、 共 参画教育参考資料「こんな いるよね」を作成し、 内

の 学校に している他、 ー ー らも ー できます。 

32 202203  
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学  

 

では、「自分を大切にすること、相 を いやることの大切さ」を 発することにより、 を 然

に 止するため、中学校2年生を とした 発資料を、認定 法人 ワ ト ながわに し

て作成しています。 内の全中学校に している他、 ー ー らも ー できます。 

32 0  

の概要

 この では、「 力は る・ る けではない」ということや、「 ート ってどんなこと 」と

いった内容を、 トを いながらわ りやすく 明しています。 

 また、 ート に関する相 を受けている相 関の や、 ート を たり いたりした に

達としてできることも しています。 

の主

心 ともに 成 する にある中学生にとって、自分自 の人権に気づくこと、ありのままの自分を

大切に えることはとても重要なことです。本 では、中学生にとって な である「 ート  

（ 人 の 力）」を ー に、よりよい人間関係をつくるために、自分を大切にし、なお つ相 も

いやることの大切さを えることを目的としています。 

の

本 は、中学生が にとりやすいように次のような がなされています。 

・中学生にとって な ート の形や大きさで作成されています。 

・ トを ん んに い、 ー をめくりながら み進められます。 

・中学生に しみやすい い（ い等も め）を しています 。 

・ ク ーが各 ー に 場し、 的な トをしながら進行する形 をとっています。 
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の の に  
は令和 年 月「性 ・性 力 の 化の方針」を示しました。この方針の中では、 ども

を性 の 者にならないよう、生 を大切にすることや、一人ひとりの人権を尊重する態度など

を につけていく「生 （いのち）の 全教育」の推進が られています。さらに、「第 次 ⼥
共 参画基本計画」の第 分 ⼥性に するあらゆる 力の では、「 の尊さを学び、生 を

大切にする教育、自分や相手、一人ひとりを尊重する教育をさらに推進するとともに、性 ・性

力の加 者、 者、 者にならないよう、 児 ら どもの発達段階に した教育の 実を

る」と具体的な取組として られおり、性 力・性 の にある性 意識の解 を求めて

います。 

こうした状況を まえ、 教育 員会は、学習指導要 の 会を え、平成 年に発行した

「性教育指導の き（教 ）」を し、 性に関する指導の き 「生 （いのち）の 全

教育」との関 ら考える を作成しました。 

に たっては、現在及び にわたり どもたちの 全・ 心を るためには、性 ・加

を ための年 に応じた 切な教育・指導の 実を るとともに、性 ・性 力の にある性

意識の解 を ることが重要であり、い に社会が 化しようと児童・生徒等が、性に関して正

しく理解し、 切な行動を できるようにすることを の きの としています。 

「性に関する指導の き」を活 して、性に関する指導の考え方や指導内容を理解し、 や

とも を りながら、性に関する指導の 実に めていた くようお願いします。 

の
ー ー 「性に関する指導について」より、 ー できます。 

3  
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の人権

の

 学  

  学校４年生 年生 

  

  のまわりにある がい者に関する様々な ークについて知り、どうしてそのような ークが必要な

の 考えることをとおして、 がい者の人権を うとする意識を育て、行動につな られるようにす

る。 

 の 

 ワークシート 

 の ークを 大したもの（ 示 ） 

 ワークシートの がいに関する ークの トを 大したもの（ 示 ） 

  

  にある ークをきっ けにして、 がいへの理解を深め、自分には ができるの ということを

考えていくワークです。各 ークの と意 は、次のとおりです。ワークの実 にあたっては、

（  ）内に示した 関の ー ー などを参 してく さい。

ーク ークの と意  

①

者のための 際シ ーク

のある方が利 できる 、 設であることを示す 共通

のシ ークです。

（ 法人 本 者 ーシ 会） 

②

体 者標識

体 自由であることを理由に に を されている方が

する に 示する ークです。 

（ 、神 本部） 

③

覚 者標識（ 覚 者 ーク）

令で定める 度の 覚 がいのあることを理由に に

を された方が に 示する ークです。 

（ 、神 本部） 

④ 

ーク

義足や人 関 を している方、内部 がいや の方、また

は の方など、 らわ らなくても 助や を必要と

している方々が、 の方に を必要としていることを知らせる

ことで、 助を やすくなるよう、 が作成した ークです。 

（神 福 どもみらい 福 部 福 ） 
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 学 の    

導  

分 

学習の確認（ 分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

の ークは、 を している

の 考え、ワークシートに く。

（    ３ 場

４  人 ー ） 

このような ークで 現することの

さを し合う。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・ワークシートを する。 

・ の ークを 示する。 

・ 内 示や 記 であること

を える。 

・ワークシート 

展開 

32分 

ク （32分） 

ク  

「 ーク ら考えてみよう」

ークの意 について考え、ワーク

シート（ ）に く。 

の ークの意 と を く。 

ク  

「 がいに関する ーク は、どう

して必要なのでし う 。」

がいに関する ークが必要な理由

について考え、ワークシート（ ）

に く。 

いた内容について、 ー で意

をする。 

全体に発 して共 する。 

この様な ークを けた 、自分

にできることを考え、ワークシート

（３）に く。 

全体に発 して共 する。 

・ らどのような意 な

の を し、ワークシートに

せる。 

・それぞれの ークの意 につい

て 明する。 

・ がいに関する ークは他にも

たくさんあることを する。 

・「一目でわ る」「 が分

らなくても わる」 ークの

さをおさえる。 

・人によって ー が なるた

め、本人の 望を いたり、そ

の場の状況を考えたりして、そ

の人が必要とする や支 を

することが大切であることを補

足する。 

その他の ー

クは、内

ー ー  

者に関係

する ークの

一 など参

・ ークで 現することで、「一目でわ る」「 が分 らなくても わる」などの

さがあることに気づく。
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参考資料など  

「人権学習ワークシート集 人権教育実践のために 第 集（ ・中学校 ） 」  

神 教育 員会（平成2 年 月） 

 「 がい者に関する ーク」 神 ー ー  神 福 どもみらい 福 部 福  

 「 しく生まれた 記 」 土 理 ー ー  

 「標 内 記 202 」 法人 通 ー・ （令和３年 月） 

「 者に関係する ークの一 」 内 ー ー  

    

に、 の ークを ります。 

を している ークでし う 。

            ３      ４       

「 ークで す さ」とは でし う 。考えてみまし う。 

まとめ 

分 

まとめ（ 分） 

・まとめの を く。 

・ り りをワークシートに く。 

  

・ をとおして児童 ら され

た考えや記 をもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

・ にある ークに をも

ち、 べていくことについても

を けて価値づけする。 

・社会には 様な人々が らしていることを まえ、生活をする中で、お互いに相

の状況や気持ちを理解し、 や 力などをすることが大切であることに気づく。
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ワークシート 

（   ）年（   ）組（   ）                  

を している ークでし う 。

 2 ３ ４  

（ ）「
し う

がいに関
ん

する ーク」について、考えてみまし う。 

ーク 

    

ークの 

意  

    

ークの 

 

    

（ ）「
し う

がいに関
ん

する ーク」は、どうして必要
ひ つ よ う

なのでし う 。

（３）この様な ークを けた 、あなたにできることを考えてみまし う。 

（４） の学習で学ん ことや、考えたことを きまし う。 

ーク ら考えてみよう 
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５ 障がい者の人権

に  

平成2 年 月2 、 立の 者支 設「 やまゆり 」において、 の生

が われるという、大 ましい が発生しました。 

この は、 がい者に する や 的 考 ら き こされたと えられ、 がい

者やその のみなら 、 くの方々に、 いようもない と を えました。 

このような が 度と り されないよう、 と 会はともに生きる社会の実現を目

指し、「ともに生きる社会 ながわ 」を 定しています。 

ともに生
い

きる社会
し い

ながわ
けんし う

一 
わたし

たちは、あたた い 心
ここ

をもって、すべての人
ひと

のいのちを大切
たいせつ

にします 

一 
わたし

たちは、
れ

もがその人
ひと

らしく
く

らすことのできる
ち い き

社会
し い

を実現
じつ ん

します 

一 
わたし

たちは、
し う

がい者
し

の社会
し い

への参加
さ ん

を
さまた

るあらゆる
べ

、い なる
へんけん

や

さ べ つ

も
はいじ

します 

一 
わたし

たちは、この
けんし う

の実現
じつ ん

に向
む

けて、
けんみんそう

るみで取
と

り組
く

みます 

平成
へいせい

2 年 0月  神
な が わ け ん
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資料 

  

令和 年 0月2  

制定の経

平成2 年 月2 に、 立 者支 設である やまゆり において、 のいのちが

われるという大 ましい が発生しました。 は、このような が 度と きないよう、

会と共 して「ともに生きる社会 ながわ 」を定め、ともに生きる社会の実現に向けた取

り組みを進めてきました。 

また、 がい 者等との を重ね、 がい者本人の意 を尊重するためには、本人の立場に

立たなくてはならないことに めて気づきました。そして、 者目 の がい福 の推進が「と

もに生きる社会 ながわ 」の実現につながるものと確 し、この を作りました（令和 年

４月 行）。 

者目 の がい福

「 者目 の がい福 」とは、 がい者に関係するすべての人が本人の気持ちになって考え、

本人の望みと願いを大 にする。そして、 がい者が自分の気持ちや考えで、必要な ートを受

けながら らせる社会をつくることです。 

３ の ト

（ ）目的（この を作った目的） 

・この には、「 者目 の がい福 」を進めるための大切な考え方、を いています。 

・神 、 、 者がすることを明ら にして、「 者目 の がい福 」を進めるため

に必要なことを いています。 

・この は、 がい者が がいを理由とするすべての や をされ に らすことができて、

もがうれしいと感じられる、 共生社会にしていくことを目的にしています。 

（ ）基本理念（ 者目 の がい福 を進めるための大切な考え方） 

   人として尊重されること 

   がい者が自 定できること 

   がい者が、 望する場 で、自分らしく らせること 

   がい者の 性を大切にすること 

   がい者 けでなく、 りの人たちも びを感じられること 

   全ての で 共生社会を実現すること 

（３）意 定支 の推進（意 定支 に取り組むこと） 

・「意 定支 」とは、 がい者の気持ちや考えを大 にして、生活をしたり、 へ けたり、

いたりすることを自分で められるように りの人が ートすることです。 

ここでは、神 者目 の 福 推進 について、「わ りやすい 」の を ー

に、児童・生徒にも えられるように記 しています。 の については、次 ー の 次

ー ー より 確認く さい。
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2  

・「 福 ー 者」は、「意 定支 」をするように 力しなければいけません。 

・神 は、「意 定支 」を進めるための を えます。どこに相 すればよいの 、ど

んな ートをしてもらえる など、 する 組みをつくります。 

・神 は、「 福 ー 者」に「意 定支 」の を行います。 

（４） がい者の権利擁護（ がい者の権利を ること） 

・ がい者に関わる人は、 がい者が 者支 設や ーや ー などの福 ー

を利 するときには、本人の気持ちを大 にしなければいけません。 

・ がい者に関わる人は、 がい者が「意 定支 」を望ん ときには、本人の気持ちを大 に

して、「意 定支 」ができるように 力しなければいけません。 

（ ） がいを理由とする 、 等の 止 

・すべての人は、 がい者に して、 がいを理由とする 、 、大切にしている考え方を

つけることをしてはいけません。 

（ ）社会的 の （ がい者の生活しづらいことや ったことをなくすこと） 

・ がい者 ら、生活しづらいことや ったことがあると われなくても、神 や 者は

が大きす ないときには、合理的な をする 力をします。 

（ ） 等の 止（ が きないようにすること） 

・神 は、 や がい者に関係する 体と 力して、 がい者への が きないように

するために、「 福 ー 者」に を行います。 

・「 福 ー 者」は、 がい者への が きないようにするために、 いてい

る人に などをする 力をしなければいけません。 

（ ） の 発 等（ を く つけること） 

・神 は、 や がい者に関係する 体と 力して、 がい者への を つけたらす

に することや、 の方法を、 などにお知らせします。 

・神 は、 や がい者に関係する 体と 力して、 がい者への を く つけて、

く 応するための 組みをつくります。 

（ ）生 にわたる がい者への支 体制の整備（ がい者の生 の ートの 組みをつくること） 

  ・神 は、 がい者が、必要な ートを生 切れることなく受けることができる 組みを

つくる 力をします。 
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2  

の人権

の に り

 学  

  学校４年生 年生 

  

  者がどのような いで 生活を っているの 、その いに れることで 者理解の心を育

む。また、 者がよりよい生活を るために、自分にできることを考え、取り組んでいこうとする態

度を養う。 

 の 

 ワークシート 

資料（ する 者 示 ）） 

  

内 作成の2022年 社会 によると、 上の人 は、3 2 人となり、 人 に

める 合（ 化 ）は2 となり、 20 2年まで上 していくと推計されています。 

者の人権を考える上では、ま 、 者の いを理解することが必要となります。児童には、認

知 、体の 自由さ、 気や 護といった、加 に って こる心 の 化等を直 的に えるのでは

なく、シ ー を むことを通して気づ せていきます。どうしてこの をつくった 、 者

の いはどのようなことなの と考えることで、児童が 者の いに り っていくことができます。 

さらに「 者」と一 りにするのではなく、一人ひとり う いや 化があると考え、 になっ

ても活 する方々を に 、人は年 に関係なくよりよく生きていこうとしていることに気づ せま

す。そして、 、自分たちも 者になることを に れ、 者がよりよく生きていくために、

の自分にできることは 考えさせていきます。 

なお、この の に、 にいる 者の方を し合ったり、自分ができることを具体的に考え

て実際に取り組んでみたりできると、より 者への理解が深まっていくと考えられます。 

   

 学 の    

導  

分 

学習の確認（ 分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「 者って ら 」 

自分の考える年 とその理由につい

て、ワークシートに く。 

いた内容を、４人 ー で発

し合う。 

各 ー で た考えを発 し合

い、全体共 する。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・ワークシートを する。 

・ の 、制度上の 者の定義

（下記 内参 ）を える。 

・ワークシート 

 

保 ・ 制度  

上を 者とする。 

者 

上 者 

定法 上 年 者 

自動 0 上 者
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2  

展開 

2 分 

ク （2 分） 

ク  

「 者の いを しよう」

（ ）に る を考えて く。 

資料「シ ー 」を み、

を持った とその理由を く。 

の作者を し、どのような

いで を いた し、 し合

う。 

ク  

「活 する 者に学 う」

資料「活 する 者」を む。 

それぞれの活 についてどう感じた

記 し、 し合う。 

 正 さん（ 開発者） 

 重明さん（ ） 

３ 大 さん（保育 ） 

他 な 者 

・作者は しんで を作っていると

おさえたうえで、正解や の意

について確認する。 

・資料を する。 

・ したことについて、 ー

で し合わせる。 

・心や体の 化等は、一人ひとり

っていることをおさえる。 

・ ク を まえ、

をもち、目標に向 って生きる

者について する。 

・ な 者の方についての

もできるとよい。 

・ 間によっては記 を省 して

し合わせる。 

・ 者が活 するために必要な

ートにも 目させる。 

・資料 

まとめ 

0分 

まとめ（ 0分） 

「自分にできることを考えよう」 

・ 者がよりよい生活を るため

に、自分にできることを考えてワー

クシートに く。 

・まとめの を く。 

・ な 者も ー し、こ

れ らどのように する 、感

も まえて考えさせる。 

・ をとおして児童 ら され

た考えや記 をもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

参考資料など  

「 いあり、しみじみあり シ ー  たけなわ 」  

みや シ ー ト、 社 集部  社（平成 30 年３月 ） 

「 いあり、しみじみあり シ ー  」  

みや シ ー ト、 社 集部  社（平成 30 年 月 ） 

法人 科学  ー ー  

・加 による心や 体的な 化等は、一人ひとり っていることを理解する。

・ になっても や目標をもって活 する人の生き方を知り、 者に必要な ート

についても考える。

・ 者に り うためには、一人ひとりの いを知ったうえで、その いに り った

うえで ができる を考えることが大切である。

・ 、自分にできることは を考えながら、 な 者の方に していく。

 体  足が らつき （  ） 

（ 目が覚める ） ことを じて する 
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2  

ワークシート 

（   ）年（   ）組（   ）                  

（ ）「 者
こ う れ い し

って
さ い

ら 」 

（ ）「 者
こ う れ いし

の いを
そ う ぞ う

しよう」 

・ の（       ）に る をそれぞれ考えて、記 しまし う。

「シ ー
せんり う

」の中 ら、
き うみ

を持った
せんり う

を一つ
えら

び
えら

ん 理由も記 しまし う。 

   

「活
つやく

する 者
こうれいし

」を んで、それぞれの生き方についてどう感じました 。 

（３）
し うらい

、自分や しい人も 者
こ う れ いし

になります。 者
こ う れ いし

がよりよい生活を る

ためには、どのようなことができます 自分にできることを考えて記

しまし う。 

者
こ う れ い し

の いに
よ

り
そ

う 

わたし

が
えら

のは     です。 

えら

ん 理由は  

  
あさ

体
たいそう

  足が らつき  （        ） （ 2
さい

） 

  （        ） ことを
しん

じて  
は や ね

する （
さい

） 

者
こうれいし

とは     
さい

上の人。 

そう考える理由は  

28



2  

資料

 た り  いつの間にやら   本 に    （ 3 ） 

 欲しいのは  護じ ないよ   気 よ   （ ） 

 いてなお  に ても     おし れする （ ） 

 わり   い が     ざ る   （ 0 ） 

 0年     けた で    生きている  （ ） 

 と    目指す     と    （ ） 

 で    に す    ー   （ ） 

 の を   つな といのち   しくなる  （ ） 

 のない   人生なのに     しす    （ ） 

活 する 者
しいことに する  

 正 さん（ 開発者） 

3 （ 和 0）年、 生まれ。 等学校 、三 行（現・三 行）

に 職。 年、 会 等法の 行 、 理職に いた。定年 職 、

の 護を に 通 を める。 の20 年に 人形を正しく する

ー 「 」を開発・ 。この実 ら  

 20 に されて  の ・ク ク ら「

の 開発者」と された。 

20 年には 会で「 社会と の活 」を ー に基 。

の「人生 00年 会 」や「 社会 会 」などに 員として参加。 

「 法人 科学   第3 第  

いつも 気、いまも現 （ ト 正 さん）」（ ） 

一つのことを する（生 現 ）  

 重明さん 加 際 （ ） 0 （20 年 ） 

「生活習 」という をつくり、 や の 及につくした。

間としては めて人間 クを開設。 内 の 立 を設立。「 人の会」

を発足。（現在、神 では「 重明記念 ながわの会」として、 さん

の理念を 活動をしている。） 中学生に の を行うなど、 の大切さや平

和の尊さを える活動に 的に取り組ん 。「 ト ー 本「 っ の

」の ー 本を 。「生き た上 」他、 の がある。200 年文

化 を受 。 くなる 月 まで 者を けた。 

（ 20 2年（ 00 ）神 ー ー ら） 

３ 大 さん（保育 ） 

2 （ 和2）年、 生まれ。 年、 大学 学科 学、 年結

のため中 。 2年、 児生活 に 職、 2年に主 保育 となり、現在に る。 

性で めて足利 教育 員、 員となり、足利 性

会 などを 。 ー 教育や ー心理学を取り れた 年 立

年の で、 0年 上にわたり どもの保育に わっている。 めての 2

の現 保育 が えたい で幸せになる 育て （実 教育 ）は20 年 月

に され、たちまち となった。 でも されるなど の人となった。 

「 法人 科学   第2 第  

いつも 気、いまも現 （現 保育  大 さん）」（ ）

シ ー
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人権

た に

 学  

  学校４ 年生 

  

  気についての 確 な や により、相 を つけ、 してしまうおそれがあることに気づ

せる。また、 気の正しい知識を て、自分にできることを考え、 の自分の 動につな ようとす

る態度を育てる。 

 の 

 、 ク ー等、動画を するための  

 ワークシート 、  

資料 

  

  について、 が、全ての 者を 制的に 養 へ させ、 生にわたり するなど、

った取組を行っていた を知ることをとおして、正確な を知る大切さを理解させます。また、

確 な ら、 意識の 動により、相 を つけ、自分が する になることに気づ せ、実

際に自分の な人が感染したらどうするの 、どのような行動をとるの について考えていきます。 

  また、 について学 ことで、 様に 確 な により を感じる他の感染 （

感染 など）についても、共通の に気づき、 の自分の 動につな ていけるよう

にします。 

  なお、このワークは「 知の 気に する自分の行動や考えを知る」「 気の正しい知識を る」

「 切な行動や自分にできることを考える」ことをねらいとした 間の内容で計画しています。 

   

学 の    

 

導  

分 

学習の確認（ 分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 3分） 

「 気に する自分の行動や考えを知る」 

自分がとる行動とその理由について考

え、ワークシートに く。 

考えたことを ー で し合う。 

各 ー ら た考えを発 し合い、

ク 全体で共 する。（ ー ） 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・４人 度の ー で行う。 

・ワークシート を する。 

・ について、 確 な

を示して考えさせる。 

・自分と しい人の場合を

し、行動の理由を考えさせる。 

・ 知の 気に しての気持ちを

き せるよう、お互いに「な

、その行動をとる 」と う

ように指導する。 

・ワークシート

ク （30分） 

「 について知 う」

者の ー を  

する。 分  

・動画を する に、

について に 明する。 

・動画  

 

30



 

展開 

30分 

動画を した感 を し合う。 

自分が考えていたことと べる。 

者の の ー を す

る。 分  

動画を した感 を し合う。 

自分が考えていたことと べる。 

動画を て、感じたことをワークシート

に く。 

・ について しく知っ

たこと、考えが わった部分に

目させる。 

・（ ）と じ れで（ ）

を行う。 

・動画 を して感じたこと

を記 させる。 

・動画  

 

導  

0分 

ク  

ク （ 0分） 

「 確 な に する行動を考える」

自分がとる行動とその理由について考

え、ワークシートに く。 

考えたことを ー で し合う。 

ー で た意 を全体共 する。 

・ワークシート を する。 

・ の人の場合、自分はどう行

動するの 、 の 間に学習し

たことを い させながら、

の気持ちを き、 し合わせ

る。（ワークシート を参 し

てもよい） 

・ワークシート

展開 

30分 

ク （30 分） 

「感染 に してできることを考えよう」

動画を し、感 をワークシート

に記 し、 ー で し合う。 

と 感染

の共通 を考え、ワークシートに く。 

感染 に して の気持ちをもたない

ようにするために、自分にできることを

考えて、ワークシートに く。

・共通 について考えさせること

で、 してしまう気持ちとど

のように向き合っていけばよい

の を考えさせる。 

・ 動画 

まとめ 

分 

まとめ（ 分） 

・まとめの を く。 

・ をとおして児童 ら され

た考えや記 をもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

  

参考資料など  

資料「 について」 立 資料 ー ー  

動画「 を知る 者と の い 」（ 3 分） 法 省  

者 和 さんの ー ［３ 00 ］（ 分） 

者の 力さんの ー ［22 2 2 2 ］（ 分） 

動画「 よりも いもの」（第 0 全 中学生人権作文 ト大会記念 分） 

法 省

「な 、 をしてはいけないの 」「 をなくすためにはどうすればよい 」など、

立 資料 の職員等による を く 会を設けることで、この について

さらに理解を深めることができると考えられる。

・感染 について正確な を知ることが大切であり、正しい知識をもっていないこと

で、 意識に けようとする行動が、 や につながる。

・他の感染 についても 様であり、正しい と行動ができるように、一人ひとり考

えていくことが大切である。

・ の をとおして、 は、取り しのつ ないくらい人生を えてしまうもの

であると気づくことが大切である。

・ は、感染力が く、感染しても発 しにくいこと、 で できることに 目させる。
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2 

ワークシート

（  ）年（  ）組（  ）            

 、次のような 気が、はやりました。 

主な 状
し うじ う

・ 足がしびれる（
ま ひ

してくる）   ・
あせ

がでなくなる 

・
いた

い感覚
ん く

がなくなる         ・
あつ

い、
つめ

たいという感覚
ん く

がなくなる 

・
し い

が すむ            ・体がとても るくなる 

・感染
んせん

する              ・体の一部が 形してしまう 

 自分がその 気に りました。あなたは、どのように
す

します  

な 、そうするのです  

 あなたの しい人がその 気に りました。あなたは、どうします  

な 、そうするのです  

 
えいぞう

を て、感じたことや考えたことを きまし う。 

あなたは、どうします  
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ワークシート

（  ）年（  ）組（  ）            

 「 の人が に った」という
うわさ

が こえてきました。 

あなたは、どうします  な 、そうするのです  

 
えいぞう

を て、感じたことや考えたことを きまし う。 

３ と
しんがた

には、どのような共通
き うつうてん

があると考えます  

４ 感染
んせんし う

に して、
さ べ つ

の気持ちをもたないようにするために、 

自分にできることは でし う  

あなたは、どうします  
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学 の に た に 

 「 和 」と くと、 あまりよくわ らない 自分の にはない と感じる人が いのでは

ないでし う 。また、学校現場でも、 知ってはいるけれど、どう教えたらいいの わ らない という

を くことがあります。 

 資料 らもわ るように、 や が、なくなっていない現実があります。また、 年では、 に

した ー トへの き み等 たな も こっています。 和 は、いま に解 できていな

い としてとらえるとともに、 たち一人ひとりの として正しく理解し、考え、解 していくことが

大切です。 

資料 和 についての意識  

（平成 2 年神 実 「 ー 」） 

和 （部 ）とは

  本の の中で、人為的に形づくられてきた 分制度により、一部の人々が され基本的人権を

われ、 や職 、結 等を制 されるようになりました。 定の （「 和 」または「 部

」とも う） 者であることやそこに んでいることを理由に される人権 です。 

の 的 と現在に るまで

  に、 された人々が集まって んでいた はあったと われています。その ら

に けては、 的につくられたというよりも、その の人々の自然 への れや に わる

「けがれ 」などが、 定の 、 力を持った人や集 に する れや を生じさせていったと わ

れます。 えば、 や 水といったような自然現 や人や動 の生 など、理解しがたい を「けが

れ」として に れていました。そして、「けがれ」の を「きよめ」と い、けがれを めるこ

と ら大切にされてきました。そのこ 、大きな の にすむ人々が現れ、 りや き、 や

などの や神 、 の解体や 体の 理等、 に関わることを生 としていました。これらの

人々は「 者」と ばれ、人知の及ばない 力や 力をもった存在とされてきましたが、 が下がる

につれ される に わっていきました。 

になり 々に、 は、 や 、 人とは の 分を制度化し、 中 厳

しい め けを 化する中、次第に も厳しくなっていきました。その中でも、 分の人々は、

、 の 加 、 や づくり、 や の 備、 や 社の など、優れた を持ち、文

化を し社会を支えてきました。 

  明 になると解 令によって、 分制度は 止となり、制度上はみな平 となりました。し し、

人々の 意識はなくなら 、さらに、職 も自由に べるようになったことで、 分に って認められ

ていた 加 等の権利がなくなり、 分 った人々への社会的・経 的 は厳しい状況が い
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ていました。こうした状況の中で、 らの解 を求める 動が各 で まりました。 

 大正 になると、 和 ・ 部 の人々が自らの で全 水平社を 設し、「人の に あれ、

人間に あれ」という で結ばれた「水平社 」が されました。この は、 本の 上、

者自 ら発せられた めての人権 として、大きな意義をもっています。（令和 年は、水平社 立

00 年の年に たります。）このような解 動は各 に がっていきました。 

そして、 和に ると、基本的人権の尊重がうたわれる 本 法が制定されますが、生まれや を

重く る により、 生活や 職、結 などで は きました。そこで、 も の解 をめざし、

和 0年に「 和 に関する社会的及び経 的 を解 するための基本的方 」についての が

され、 和 は、 法に保 され基本的人権に わる であり、その な解 は、 の

であり、 に 的 である としました。それを受け 和 年に「 和 法」が制

定され、それ ら33年にわたって 行され、生活環境の 等では、一定の成 を上 ることができまし

た。 

 し し、 でも、 和 の解 を るような 態が きています。 職 に本人の 力や 性と

関係のない本 や の職 を されたり、 ー トの 示 に、 つての 和 ・ 部

の が されたりしています。また、結 等にあたっても 等 様のことが 受けられます。

このように、 意識は、解 された状況にあるとはいえません。 

 平成 2 年には、「部 解 推進法」が 行されました。この法 では、現在もなお部 が存在

するとともに、 化の進展に って部 に関する状況の 化が生じていることを まえ、部

は されないものであるとの認識が示されています。 

３ 和 を学習の中でどう取り上 る

和 を解 していくためには、い に たち自 が考えて、行動していく が大切です。学習の中

で取り上 るときには、人権 の一つとして、「 はいけない」と教える で わらせるのではな

く、 にある様々な人権に わる とも関 けながら、「な 、 することを めな ったの

」という で、自分と重ねて考えていくことが重要です。 

ここでは として、 学校 年生社会科の 学習の中での づけを示しました。 としての資 ・

力を育成する社会科の学習は、学習そのものが人権につながっています。教 の 備として、教科

や補助資料をよく ん り、学年やまわりの教職員と し合ったりすることはもち んですが、年間計

画の中で計画的に取り上 、他教科や行 などとの関 を りながら、 を ることが大切になってき

ます。 

  

年生の 学習で 和 に わる内容の  

  

 

 「 文化」 されていた人々が生み した文化が、

の 本文化につながることを考える。 

・ （ 、 ） 

・ （ 、 ）等 

 

 「 令」 分 が進み、 と合わせて、 分の

が進ん ことに気づく。 

資料や 

関 等  

・ と 

 

学習の ー 者の考え方や生き方に れ、自分と重ねて考える 

学
年
・
学
級
目
標
と
の
関

他
教
科
や
行

と
の
関

他
の
人
権

と
の
関

「人権学習ワークシート集  人権教育実践 ・指導の き（ 校  第 集） 」神
教育 員会（平成 2 年 2 月）の「  和 について考える」（ ）の中に、 

部 の 学習における 成 等を 示してあるので参考にしてく さい。 
なお、これ らの知識の整理は、あくまでも人権を尊重する態度を養うために必要で

あるということを理解してく さい。 
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 和 を考え、解 していくことは、自分の中にある や と向き合うこと ら まります。 

 は、 される に があるのではなく、 する に があることを理解することが大 です。

また、 には合理的な はありません。 する人間がいる ら は きるという に立ち、

和 ら えてくる様々な や に して教職員自ら考え、解 に向けて取り組む必要があります。 

参考資料など  

「 和 の正しい理解のために」人権がすべての人に保 される 社会の実現をめざして 

神 ・神 教育 員会（平成2 年3月） 

 「人権学習ワークシート集  人権教育実践 ・指導の き（ 校  第 集） 」  

神 教育 員会（平成2 年2月） 

「人権学習ワークシート集  人権教育実践 ・指導の き（ 校  第 集） 」  

神 教育 員会（平成2 年2月） 

 

 「 分制」人 の 合 の、 や 人とは に、 分

上厳しく をされてきた人々は、 や む場 を制 さ

れ、 や の りへの参加を まれるなど厳しい をうけ

てきた。し し、厳しい をうけながらも、 れた土 を

開 し年 を めたり、す れた で人々の生活に必要な

具を作成したり、 で人々を しませたり、 人のもと

で 維持など社会を支えていたことを知る。 

 「解体 」 が人体解 を 学した際に、解 をし

ていたのは されていた人々であること ら 学の発展に

も したことを知る。 

 「 染一 」 段 を された人々が 願 を し、

を させたことを べ、 に して った人々の

いと一 が 加していく を共に考える。 

明  

 「解 令」解 令が されても、 がなくならな ったこ

とを知り、 が人々の心に く っていることについて

考える。 

大正  

 「水平社 」すべての人の尊厳を ることで、 をなく

していこうと、自ら立ち上がった人々の いや願いを水平社

ら考える。  

・人 の 合

 

・人体解 の 学

の  

・ 学  

・ 段  

・ 令 

・ 願  

・解 令 

・  

・ 中正 と足

 

・水平社  

・

学
年
・
学
級
目
標
と
の
関

ち
が
い
を
認
め
合
お
う

相

の
立
場
に
立

て
考
え
よ
う

な
ど

他
教
科
や
行

と
の
関

・

・

活

・

合
的
な
学
習
の

間

・
学
習
発

会

な
ど

他
の
人
権

と
の
関

・
い
じ
め

・

人
の
人
権

・

が
い
者
の
人
権

・

の
人
権
・

と
人
権

な
ど

法学習との関  

「義 教育 化 動」教科 化 動を知

り、義 と権利について、自分の 生活と

本 法の わりについて考える。 

これ らの自分の生き方について考える 

学年 ら、様々な人権 （いじめの 、 人に わる 、 がい者 等）や

様性について学んでおく 
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資料 

和 の正しい理解

教育 員会が 和 3年に通知した「神 和教育基本方針」は、平成2 年３月に 定された

「 ながわ人権 推進指針」に取り まれて整理されました。 

の動きとして、平成2 年 2月 に「部 の解 の推進に関する法 」が成立し、 月  

行（参考資料 ）されました。立法に 立ち、 法 員会における （平成2 年  

月 ）及び参 法 員会における （平成2 年 2月 ）（参考資料 ）がなされてい

ます。 

この法 は、全ての に基本的人権の共 を保 する 本 法の理念にのっとり、部 は

されないものであるとの認識の下にこれを解 することが重要な である に み、部 の解

に関し、基本理念を定め、 びに 及び 方 共 体の を明ら にするとともに、相 体制の 実、

教育及び 発等について定めることにより、部 の解 を推進し、部 のない社会を実現する

ことを目的とするものであります。 和教育の を実践する に、次の を することをお め

します。 

なお、これらの は、 立学校及び 教育 員会に しています。 

・「これでわ った 部 の  の ク 」 上   解 社（平成  年） 

・「 部 第 第 」 大 人権 （ ） 解 社（平成 20 年） 

・「神 の部 」  

「神 の部 」 集 員会（ 集   ） ・  社（平成 年） 

・部 ク ト 「部 の に学 」 神 部 会（平成2 年 0月） 

・部 ク ト 「 神 の を い直す」 神 部 会（平成2 年 月） 

参考文 など  

「人権教育 ク」神 教育 員会（令和４年４月） 

参考資料

部 の解 の推進に関する法

平成2 年 2月 行 

（目的） 

第  この法 は、現在もなお部 が存在するとともに、 化の進展に って部 に関する

状況の 化が生じていることを まえ、全ての に基本的人権の を保 する 本 法の理念に

のっとり、部 は されないものであるとの認識の下にこれを解 することが重要な であるこ

とに み、部 の解 に関し、基本理念を定め、 びに 及び 方 共 体の を明ら にする

とともに、相 体制の 実等について定めることにより、部 の解 を推進し、もって部 の

ない社会を実現することを目的とする。 

（基本理念） 

第  部 の解 に関する は、全ての が等しく基本的人権を する けがえのない 人

として尊重されるものであるとの理念にのっとり、部 を解 する必要性に する 一人一人の

理解を深めるよう めることにより、部 のない社会を実現することを として、行われなければ

ならない。 
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（ 及び 方 共 体の ） 

第３  は、 の基本理念にのっとり、部 の解 に関する を るとともに、 方 共

体が る部 の解 に関する を推進するために必要な の 、指導及び助 を行う

を する。 

 方 共 体は、 の基本理念にのっとり、部 の解 に関し、 との 切な 分 を ま

えて、 及び他の 方 共 体との を りつつ、その の実 に応じた を るよう める

ものとする。 

（相 体制の 実） 

第４  は、部 に関する相 に的確に応 るための体制の 実を るものとする。 

 方 共 体は、 との 切な 分 を まえて、その の実 に応じ、部 に関する相

に的確に応 るための体制の 実を るよう めるものとする。 

（教育及び 発） 

第  は、部 を解 するため、必要な教育及び 発を行うものとする。 

 方 共 体は、 との 切な 分 を まえて、その の実 に応じ、部 を解 するた

め、必要な教育及び 発を行うよう めるものとする。 

（部 の実態に係る ） 

第  は、部 の解 に関する の実 に資するため、 方 共 体の 力を て、部

の実態に係る を行うものとする。 

   

この法 は、 の ら 行する。 

参考資料

法 員会における

平成2 年 月  

  

は、本法に基づく部 の解 に関する について、 間の理解の や 社会の実 を

く まえたものとなるよう 意するとともに、本法の目的である部 の解 の推進による部 の

ない社会の実現に向けて、 正 つ な に めること。  

参 法 員会における

平成2 年 2月  

及び 方 共 体は、本法に基づく部 の解 に関する を実 するに たり、 社会の実

を まえつつ、次の について 段の をすべきである。  

 部 のない社会の実現に向けては、部 を解 する必要性に する の理解を深めるよう

めることはもとより、 の 間 動 体の行き た 動等、部 の解 を していた要

を まえ、これに する を ることも併せて、 合的に を実 すること。  

 教育及び 発を実 するに たっては、 教育及び 発により たな を生むことがないように

意しつつ、それが に部 の解 に資するものとなるよう、その内容、 法等に すること。  

３ は、部 の解 に関する の実 に資するための部 の実態に係る を実 するに

たっては、 により たな を生むことがないように 意しつつ、それが に部 の解

に資するものとなるよう、その内容、 法等について 重に すること。
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      の人権

     

 学  

  学校４年生 年生、中学生 

  

自分にとっての たり が、他の人にとっては必 しもそうではないことに気づき、ちがいを認め、

共に生きる 文化共生の心を育む。 

 の 

 ワークシート 

 や の ー （ で う や のもの） 

  

令和４年 月 現在、神 における 基本 上の 人 は222 0 人で ・ は 

2 となっています。 感染 の 行の 等 ら、 し がみられたものの、

・ ともに に くなっています。 が 加する中で、 様な文化や の いを理

解し、認め合うことのできる人権感覚を児童・生徒に育成することが大切です。 

このワークでは、 の学校の様 や 生活の様 を参考にしながら、自分自 の たり の感覚

を つめなおすことで、 なる文化とのつながりがある ちと、どう関わるとよい を考える 会と

します。自分の の文化と の文化の共通 や相 に し、 向きに理解していこうという意識を

め、 文化の中で共生していこうとする意識を育てていきます。

  た  

 学 の    

導  

0分 

学習の確認（ 分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「ワー じ んけん」 

・様々な や の け でじ んけ

んに する。 

・ク の児童・生徒 に応じて

け を める。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・ク に につながりのある

児童・生徒が在 している場合

には、その のじ んけん

を取り上 るとよい。 

・ ち けにこ わら 、 く

活動することが目的であること

を える。 

・ や の

ー  

（ 示 ） 

 

・自分にとって たり に行っているじ んけんについても、 では様々なやり方が

あり、ちがいがあることに気づく。

・  「가위、 바위、보 （ 、 、 ）」 

・  「     2  3   

（ ク、 ー ー、シ ー ワ ー ー 」 

・中  「 、 、 （シート 、 、 ）」 

・  「 、 、 シ ー 、シ 、 」 

・ シ  「 （ ー）」

（ ） 
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展開 

学校

30分 

中学校

3 分 

ク （ 30分、中3 分）

「ちがいをみとめ、みんなで生活

しよう」

ク  

の学校生活のク をしながら

本の学校との いに気づく。 

 学 教科、 間 、持ち 、 、

、 、行 、 、義 教育

の 間など 

自分が の学校で生活することに

なったら、実際に に りそう を

考える。 

ク  

示された学校生活の場面 ら

につながりのある児童・生徒に し

どのように関わることができる 考

え、ワークシートに く。 

人で考えたことを ー で共

する。 

示された学校生活の場面の きを

く。 

自分はどのような支 ができる

（行動をとる ）考える。 

・ク に につながりのある

児童・生徒が在 している場合

には、その の学校の様 をク

にする。その際、 児

童・生徒と相 の上、本人を

者とするなど活 の場とする

とよい。（参考資料） 

・ 本との いのみではなく、な

そのような いがあるの 、

本と の 方の文化のよさ

やおもし さに れる。 

・ の い等 ら、い い な

意 が ることが される

が、 く れる 度にとどめ

る。 

・ワークシートを する。 

・参考資料を み せる。 

・ 間指導で活動の様 を確認

し、 くことができていない児

童・生徒には で き取るよ

うにする。 

・３、４人 度の ー で意

ができるようにする。 

・その の文化や 教上の理由で

をしている場合があるこ

とを知る。 

・考えたことを ー 、または

全体で共 する。 

・参考資料 

・ワークシート 

・参考資料 

まとめ 

分 

まとめ（ 分） 

・まとめの を く。 

・学習の り えりをする。 

・ をとおして児童・生徒 ら

された考えや記 をもとに、

ねらいをおさえ、まとめる。 

参考資料など  

「 の学校を てみよう 」 省 ー ー   

「 の学校生活を べてみよう 」 会社明 ー ー  

・自分にとっては たり と感じていることは、文化や生活環境 ら一人ひとり な

っていることに気づく。

・自分の の文化と の文化の共通 や相 に し、 向きに理解していこうと

いう意識を め、行動することが大切である。
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ワークシート 

（  ）年（  ）組（  ）   

らの 校生 さんが をして 校してきました。どのような関わり方ができる

考えてみまし う。 

あなたは、 をして 校してたことに気がつきました。あなたはどうします 。 

そう考えたのは、どうしてです 。 

生のお を いて、あなたが さんのためにできることは 

でし う 。 

り えり 

 の学習をとおして、気づいたことや感じたこと、学ん ことについて きまし う。 

ちがいをみとめ、みんなで生活しよう 

に気づいたあなたは、どうします  
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2 

参考資料 

年度

本では、 年度が４月 ら まります。では、次の は 年度は 月 ら まるでし う 。 

 え 

ー ト   月     ３月    月    月 

学 教科

本の 学校で する は までが一 的ですが、 の学校ではいくつまででし う 。 

  0 0 2 2  え 2 2 

では、 ではどうでし う 。 

 2 2    え  

中で、様々な が行われています。次のうち、本 にある はどれでし う 。 

  環境    本      

え すべて正解   （ ） 環境（ ）  

（ ー ー ） 本 （ ー ト ） 

間

シ では、学校は に まるでし う  

え    生徒の くは ４ 30 分のお り ら が まります。 

には、 やおやつが になっている がある。 。 

え   ーでは、学校が ら までで、 の が る学校があります。 

        では、 がない わりに、 0 におやつが る学校があります。 

 本の学校は、土 と が みの となっています。では、次の の みは でし う 。 

   え と     ー ー   え と土  

義 教育の 間

 本では 学校は 年間ですが、次の の 学校は 年間でし う。 

 シ   え ４年間      え 年間    ト   え 年間 

ク ク  

「 の学校生活のク をしながら、 本の学校との いに気づく」 
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ある 、ク に 校生が ることになりました。その 校生は の で、 らや

ってきます。 

「どんな がくるの う 」「どんな を すの な 」「 よくなるにはどうす

ればいいの な 」ク のみんながわくわくした気持ちになっていました。 

の会に、 の 生といっし に、 ト らの 校生「 さん」がやってきまし

た。 の 生 ら、ク のみんなに「 さんはま 学校のことがわ ら い い と

大 う ら、みんなで教えてあ たり、助けてあ たりしていきまし う。」と が

ありました。 

その 、あることに気づきました。なんと、 さんの には がついているではあ

りません 。学校で をつけているのは さん けです。 

に気づいたあなたはどうします 。 

では、その の文化や 教上の理由で をしている場合があります。 えば

トでは、 けの意 で ち んに をするということが一 的に行われている

そうです。 

トでは、生 目に ー と ばれる 生 いを行い、 づけとともに

の あけをします。これは、 や で 大に う となります。 の一環と

して につけた は、とても大切なものとして認識されています。 

ト の では、 が 教的な文化で 児 ら を につける習 が

あります。 

他にも、 や 、 など くの において どもの ら

を につける文化があります。 

には、生まれた に ら ってもらった を っと につけ、成 していく

という が存在するのです。 

ク 学校生活の 示

「 示された学校生活の場面 ら につながりのある児童・生徒に しどのように

関わることができる 考え、ワークシートに く。」 

ク 学校生活の 示

「 示された学校生活の場面の きを く。」 
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 人権

の 学校 の

みなさんは、このような で どもを 意したことはありません 。「上 きを むこと」「 中

に りをすること」「部活動に ないこと」などについて、「（ どもが） い」「なんで たり の

ことができないの 」と めつけてはいないでし う 。 

もし したら、 どもたちは、わたしたちが気づいていない いを えている もしれません。 

  

  

このように、 どもたちが える いの には、「 どもの 」があるの もしれないと して

みます。「 」という自分ではどうしようもできない状況にある どもたちの み、 いを知り、学校、

教職員としてできることを考え、支えてい なければなりません。 

 そのためには、 の状況、その中で どもたちがどのように らしているの 、その現実を正しく理

解しようとするとこ ら めまし う。 

に  
2020年（令和 年 月）に された 生活基 （ 生 省）によると、20 年の ど

もの （ ）は 3 、およそ 人に 人の どもが平 的な生活水 の 分 下で らして

いることになります。また、相 的 の ４ 、 どもがいる現 の 員でみると 2

であり、さらにそのうちのおよそ がひとり であることも大きな となっています。

このこと ら、 本の は深 であることがわ ります。 

神 が行った どもに係る支 や相 に わる方を にした「 どもの に関する意識 」

（20 年）によると、 の状況にある どもが を えていると感じていることは、「心 の発

達に必要な生活習 や の がされていない」が で も く、次いで「学習についていけ

ない」が 、「自 定感・自尊感 が い」が と、およそ の方が しています。

（ ） 

このこと ら分 る の状況として、 えば、 が深 まで をし、 に れない、 って

らも れ らす に むという生活の場合、 とんど ども けで さなくてはいけなくなり、基

本的な生活習 を につけられないば り 、 と ーシ を取る 会が ってしまうこと

が考えられます。 ーシ は成 において重要な要 です。 に相 しても受け止めて

 

 

 

こんな経 ありません

い い  

い の  

い が  

い の  

の い  

が い い  
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もらえな ったり、相 したいことがあっても、 を気 って相 でき にいたりと 感を深めてい

くことも考えられます。 

そうした の中で生活している どもに して学校で教職員が、 に示したような 応をしたと

したら、 どもは「自分は人と う」と 、「大人はどうせわ ってくれない」といった気持ち ら

への 感をもつことにつながります。 

また、「 がわ らない」「教えて しい」と っても に ることができないので、 をす

る習 も につ ないなど学力 下につながったり、「 を えたい」と っても、進学ができ 、

の が 定されてしまったりといった 向があり、 の状況によって教育 が生まれてしま

っています。（「神 どもの 推進計画」2020年） 

こういった状況は、その どもが になって らも し、 は すると考えられています。

「 の 」とは、 の ども達が 者になる 性が く、 ら け すこ

とができないことをさします（ ）。これを ち切るためには、 どもやその の に して、

「自 」と じるのではなく、 もが社会状況の 化によっては、 に る 性があると認

識することが大切です。また、自 は「 会の平等」があって めて成り立つ理 です。人は生

まれた ら、生活環境、経 的 、 、教育、など様々な要 が平等ではありません。 どもの

の を ち切るには、「社会全体で解 していく」という意識を持ち けることが重要と えま

す。 どもたちの現状 ら、 も な支 関である学校、教職員ができることを考えまし う。

（ ） 

  

（ ）相 的 とは、生活状況が自分の する社会の大 よりも、相 的に しい状

態にある人の 合をさす。具体的には、 の が、その の等価 分 の中 値の

分に たない 合になる。 の基 によると、相 的 の等価 分 は、 2

下（20 年 ）である。 

（ ）「 らこうなるにちがいない」と めつけ、 や 定 念をもってしまう

ことは、さらに「 の 」を助 させることにもつながることを意識してく さい。
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 学校の に に

   

 

 ・ ら人権に関する を くし、 どもの せる 化を さない 

 ・ 共 方法の確認（職員会 、学年会 、 の活 等） 

 ・必要に応じて関係教職員等で ー 会 を行い、支 のための方針を立てる 

   

                    

チーム学校（ケース会議）

 

 ・生活 を まえ、受けられる支 については必 する 

 ・支 を受けることは どもの学 権利を るための ー トであることを える 

⇒生活 者自立支 制度 ー ト

⽣活困窮者⾃⽴⽀援法に基づき、市や県（町村所管）に専⾨の相談窓⼝を設け、⽣活に関わる様々
な困りごとの相談に応じています。（神 福 どもみらい  福 部生活 護 ）

（ 30 0 2 ） 

          「生活 者自立支 制度 ー ト」 次 ー  

 

 ・ ども ー（児童相 ）や 福 部 、児童養護 設との  

 ・ との  

（ 生 員と する、 ども 等 場 づくりの取組を し、つながっておく 等）

ども 人権・ ども ト についての 内（ ども ー等） 

ども らの人権に関わるような みの相 を受けます。 

（神 福 どもみらい  どもみらい部 ども ） 

（ ）

「 ども  人権・ ども ト 」 次 ー  

どもの 場 ー ト ながわ ー

 どもの 場 （ ども ）や支 をまとめた ー トです。 

（神 福 どもみらい  どもみらい部次 育成 ） 

（ 3 2 22 0 3 ） 

「 どもの 場 ー ト ながわ ー 」 次 ー  

大 教育 ー人権教育  人権教育 ー ト「 どもの 」  2022 年 

気づき 情報共有・対応の検討 対応

 

養護教  

部活動  

教科 者 

職員 

  養職員 等

理職 

学年教職員等  

人権教育 者 

進 指導・ 学 者 

 

児童・生徒指導 者 

どもへの支  

への き け 

教育 員会との  

部 関等との  

46



 

の どもたちが、自分の に 望をもてる社会を実現し、一人ひとりの ども自 が幸せ

を実感できるようにすることが求められています。 

神 では、幸せを体現するものを「 い」ととらえ、「 どもたちの いあ れる ながわ」を

めざし、一人ひとりの どもに 目し、 どもの ー にも をあてて、取組みを進めてい

ます。

「 の 」を ち切るためには、 ー において、学校が たす は重要です。学校

に どもたちの「 い」があ れるように、「（ どもたちの生活 を） に し、支 につな

ること」を第一に考え、 の ー を参考にして、学校としての支 体制を しまし う。 

 人 の  

 ら「 ってもどうせうまくい ない」と に 望をもてな ったり、 の ちと し

て自分たちの生活や を 定的に えて、人間関係を けな ったりする どもがいます。これをど

のように し、望ましい人間関係をつくっていく を考えると、人との わりを学 場として、学

校の たす は大きいといえます。

人間関係を く基盤にあるのは 関係です。そしてそれは教職員と ども、 ども の わりを

通して れていくものです。どのような場合であっても、「 生は、自分のことを理解しようとして

くれる」「受け れようとしてくれる」「一 に考えようとしてくれている」という 心感が、 ども

の大きな支えになります。教職員が、一人ひとりの どもはが けがえのない存在であるという認識を

もち、よさを認めながら どもと わっていくことが大切です。 

これらのことは、 に しんでいる どもたちに ら 、全ての どもたちにあてはまることです。

ま は教職員が になり、 どもの理解を深めると共に、 どもたちに い を けていくこ

とで、 どもたちは、 ども の わり方を学び、 し つ人間関係を く力を育んでいくのでは

ないでし う 。 

参考資料など  

「20 年 生活基 」 生 省（20 年） 

「 どもの に関する意識 」 神 （20 年） 

「神 どもの 推進計画202 202 」 神 （2020年） 

人権教育 ー ト「 どもの 」  大 教育 ー人権教育 （2022年） 

「学級・ ー ー のための教育相 第 集 人間関係を く力を育てるために」 

合教育 ー（200 年）

に  
の  

づくり 

あなたは けがえのない存
在である、あなたの を「
いている」という ー
を や態度にこめて して
いくと、 どもは 心して
せるようになる。 

どもの を一方的に「
」したり「 価」したり、

さらには「 」したりせ
、 どもの気持ちを受け止

め、また、それに する自分
の気持ちを 直に どもに
える。 

どもが をしたらよいの

解 の がつ め っ

ている に、 どもを めた

りするのではなく、相 に

り い、具体的な をしな

がら一 に解 を考える。 

  

 

「神 どもの 推進計画」（2020 年） 
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の人権

たに に

 学  

  中学生 

  

  の 者はどのようなことに っていて、どのような気持ちでいるの について考えることをと

おして、自分の 動をみつめ、自分にできることを考える。 

 の 

 ワークシート 

 資料（ 示 資料として 大する） 

  

このワークでは、「 の に う」とはどういうことなの 、そして、 者に してどの

ような態度で したり、 を けたりすればよいの を考えます。 

じ であっても、相 や状況によって受け止め方が うこと、 の とはそのことが きた

けで わるわけではないことに気づくようにするとともに、「自分にはどんなことができる 」と

いうことを考えられるように展開し、自分の 動を つめ直すことや、まわりの人の人権を大切にする

こととつな られるようにします。 

   

 学 の    

導  

0分 

学習の確認（ 分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「そう ってくれて、 気が た

よ 」 

ちや保護者 ら けられた

で 気が たことを する。 

ー で に す。 

全体に発 し、共 する。 

・加 者も めて生徒や に

者がいる 性があることを

まえて、十分に をしたう

えで を展開する。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・４人 度の ー で行う。 

・ てきた については、

に して、 しておく。 

 

・ は相 を ましたり、 ばせたりすることができる。
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展開 

3 分 

ク （3 分） 

（ ） を み、 さんや

さんの 、 さんの気持ちについ

て 考 え 、 ワ ー ク シ ー ト （ ）

（３）に く。 

全体で共 する。 

  

（ ） を み、この 、

さんにどのような が こるの

考え、資料 を参考にワークシート

（４）を く。 

「 人なら、 さんに して、 がで

きると います 。」「ク ー

トなら、 さんに して、 ができる

と います 。」について考え、

（ ）、（ ）に く。 

ー で し合い、考えを共 す

る。 

全体で共 する。 

資料３の 者の ら

の 明を き、どのような や行

動が望ましいの 考える。 

・ワークシートを する。 

・ た意 を 定せ 、受け止め

るよう促す。 

・資料 ３を する。 

・ （ ） と資料 を参

考に 次 （ ）について

明し、考えるための てとす

る。 

・ク の中には、 さんとあま

り しくない生徒がいることも

定して、その場合は、どんな

ことができる を考えるよう促

す。

・資料３を 明する。 

・ワークシート 

・資料  

資料上の「

次的 」と

意 

・資料３ 

まとめ 

分 

まとめ（ 分） 

・まとめの を く。 

・ をとおして感じたことを く。 

・ ます であっても、相 の

立場に立って考えることの大切

さについて考えさせる。 

・必要に応じて、相 などの

関を する。 

・資料  

参考資料など  

 「人権学習ワークシート集  人権教育実践 ・指導の き（ 校  第 集） 」 

 神 教育 員会（令和４年３月） 

 「 次的 について」 大分  生活・ 共 参画  

「 についてともに考えるための き」 生活部くらし 全 心 （令和 年 2 月） 

・相 の気持ちに り い、支 や をする が大切である。

・ 者に して けではなく、 段の生活でも、自分の 気ない 動がまわりの

人を つけていることはないの 、考えることも大切である。
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ワークシート 

（   ）年（   ）組（   ）                  

  

（ ） さんは、どのような気持ちになると います 。 

（ ） さんの は、どのような気持ちになると います 。 

（３） さんは、どのような気持ちになると います 。 

あなたには、なにができる な 

中学３年生の さんは、中学校の 部に し、 級生の さんと を組んでい

ました。 さんの もとても 心で、 ートや 合の応 を ら行っていました。

間 には中学校 の大会が えていて、 さん自 はもち んのこと、 もとても

しみにしていました。 

 ある の部活動 らの り 、 さんは 通 にあってしまいました。 さんと し

た の は をしていて、 作を って にはみ してしまったので

した。 さんは、全 月の のけがを ってしまいました。そして、 しみにしていた

の大会には、 さんとともに 場できなくなってしまったのです。 
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（４） さんが、下 部のようになったのは、な と います 。 

（ ）あなたが さんの 人であれば、 さんに して、 ができると います 。 

（ ）あなたが さんのク ートであれば、 さんに して、 ができると います 。 

（ ） の学習を通して、学ん ことや考えたことを きまし う。 

さんは、 にあった直 は ち みましたが、受 を うと気持ちを切り え

ました。そして、 さんと じ 校に進んで を けたいと えるようになりました。 

そうした 、ある が、 による 幸な として、 面で取り上 まし

た。それ 、 についての 本 の が、 ー トや を通じて

し、またたく間に がりました。 さんは、 ん んと学校を みがちになり、 さんとも

気ま くなってしまい、目標を ってしまいました。 
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2 

資料  

資料  

次的 について

次的 とは、 等による直 的な を受けた に、 の 理解や心ない 動、

ー トを通じて行われる 中 、 関による な取 等により、 者が受ける精

神的な 、 体の 、 生活の平 の 、経 的な 等の をいいます。 

具体的には  

人・知人の 動、 のうわさや中

「 れ」、「 く れなさい」等という、 

心 に しない けや態度 

れみの や、 きにする態度 

いわれなき ・中 や 本 の し け 

ー ト等による なうわさの  

に ける職場環境・ による解 等

者心 への理解 足や 上での 足 

受 や 等で むことができない 

による解 等 

の な取 等

心 を考 しない な取  

実と なる内容がある  

シーを する内容等がある  

たちも 次的 の 

加 者 に  

「 って」「いつまで んでるの」

「 の中にはもっとつらい人もいるよ」

といった は、 ましているつもりで

も に になることもあります。 

また で えることについて

も、「お が目的なの 」と を持つ

人もいるので、 ・ について、い

い くことも、 者等を つけて

しまう 性があります。 つけるつも

りは くても、 たちも 加 者 にな

り るのです。 

 
ー ス ー  

 
  

（ ーの ）

（ ）

参考 「 次的 について」 大分  生活・ 共 参画 作成 
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資料３ 

者の ら  

直 の した に、 の人がそっと水や を し れてくれました。 感

すら れていた けに、ありがた った。 

な 間に、 を るでもなく、さり なく一 に してくれたり、自分の感 や

いを しつけるのではなく、 たちの いや を 定せ り し いてくれたことがあ

りがた った。 

けの はないと います。自分が じ立場になったときはどう と 力を

はたら せ、 や れみではなく、一人の「ひと」として尊重してくれている どう

と います。 に うまでは、自分の足で立っていたし、これ らもそうしたいで

す。た 、そのための支えは必要なのです。 

一人では気が重たいとき、 や に き って一 に行ってくれたことはありが

た った。 

い みで ましたり、 しつけたりするのではなく、「一人で えこまないで」、「

が必要です 」、「 えることはあります 」、と たちの ー を大切にしてく

れ、意 確認をしてくれたことはありがた った。 

や教育 員会に き ってくれて、 にできない いをきちんと してくれたこ

とに感 します。 

くなった どもの ちが、ときどき てくれます。 も るでもないけれど、 っと

れないでいてくれることが、とても支えになっています。 

「 生活部くらし 全 心 作成「 についてともに考えるための き」より 
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の人権

の人権

 学  

  中学生 

  

は重大な人権 であることを知り、 の心 に り って、 化させ 、解 のた

め、 、自分にできることを考える。 

 の 

 ワークシート 

 ー トが できる （一人一 ） 

  

によって された 者の人権は、すでに各 ・中学校に の 「め み」

等を して、実際に された 者とその の心 を共感しながら考える場が く設定され

てきました。 

本ワークでは、 発 作 「 ー たちの い」 さんの （

0分）を して、自らの考えを他者と え合う活動を設定しています。 

本ワークとは に、 について 際社会でどのように受け止められている 考える 資料が

まとめられた ー ー を いて、（資料 ） 本  各 （ 、 ー ト 、

ー ）３ 本人 者  ４ 者  等の立場で を 際社会でどのよう

に受け止めている 考える活動も 定できます。動画を して考えたことを え合い、 し合う場を

設定する展開も考えられます。児童・生徒が できる動画は 0 上（各 分 度）あるため、４

人 度の ー で生徒が分 して 々の動画を し、内容と自らの考えを え合い、

が重大な人権 であることを 認識し、さらには 化させないことが大切であると気づ せる

も考えられます。 

   

 学 の    

導  

分 

学習の確認（３分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

しみにしていることや の に

ついて考える。 

のことが、 然「一生 わない」と

知ったらどう う ワークシートに

く。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・ワークシートを する。 

・ い 間を けたり、記 させ

ることに力 を く必要はな

い。 

・ワークシート 

展開 

3 分 

ク （3 分） 

について 明を く。 ・ について に 明す

る。「 つて 本で 年 の中

学生が自らの意 ではなく、

然 ら き され、現在も

解 していない。」など。 
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が解 せ 、 もなお できて

いない がどのような いでいる

考えて く。 

発 作 「 ー

たちの い」 さんの

0分 を する。 

の 、 めて にあった

への いを く。 

人で考えたことを、 人 度の

ー で え合う。 し合いで た意

や感 を いて整理する。 

・ に り って考えた いを

くよう促す。 

・ さんの の 動

画をじっくりと するよう促

す。 

・生徒が自 の考えの 容を自覚

できるよう、 のどの

で、その いをもつにいたった

の を り るように促す。 

・ し合った らこそ、他者の考

えをどのように自らの考えと関

づけるの 、 に指導す

る。 

・資料  

まとめ 

0 分 

まとめ（ 0 分） 

・まとめを く。 

・この学習を通じて、自らができること

を いて考えをまとめる。 

・解 で した資料 の動画等

の内容を 取り れる。

・ は重大な人権 であ

ることを 認識させ、さらには

化させないために ができる

の について える。 

・解 のためと われても考えに

くいことが 定されるので、

「 化させないためにできるこ

と」など をす

る。 

参考資料など  

による 本人   本部 ー ー  

 

する動画（  本部 ー ー ） 

資料  

際発 ー 「 解 を求める 際社会の 」（ 本 ）動画（各 分 度） 

 

資料  

発 作 「 ー たちの い」 さんの  

 

・ は重大な人権 であると 認識し、さらには 化させないことを中心と

してまとめをする。

55



 

ワークシート 

（   ）年（   ）組（   ）                  

 、 しみにしていることや の が、 然「一生
な

わない」と知ったらどのような いをもつ

と います 。 

 現在でも でき にいる
ら ち

者の は、どのような いでいる いてみまし う。 

３ 
ら ち

についての
うどく

を した 、 めて
ら ち

者の の いについて いてみまし う。 

４ ３について、 ー の し合いで た意 や感 を いてみまし う。 

 の学習を えて、この
ら ち

の解 について、あなたにできることを いてみまし う。 

ら ち

者等の人権を考える 
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の人権 の

の

 学  

  学校 年生 3年生 

  

  自分の みを 直に感じ、性 にとらわれ 自分の 性を大切にしようとする態度の育成につな る。 

 の 

 ワークシート 

 人 の ト（ 示 。ワークシート内の トを 大したもの） 

（ワークシートで ） 

  

様々な人権 の中で、性的 についても 年取り上 られるようになってきました。令

和 年（2020年）に実 された 間の では、性的 の 現 は との もあり、

この 合を学校に き えると、ク に３ ４人は性的 の児童・生徒が在 することに

なります。ま は「この教 にも 性 について んでいる がいる もしれない」という をもち、

「性」についての正しい理解と、 いを認め、 いがあって たり であるという基盤づくりが大切で

す。 

  学年では に、一人ひとりは ってもよい、 っていて たり であるということを に、性

にとらわれ 自分や他者の みが「 性」として大切なものであることに気づけるようにしまし う。 

   

 学 の    

導  

0分 

学習の確認（３分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「どんな が き 」 

の トに自分の きな を

る。 

ク で う の 達を す。 

どうしてその を ん の 、理由

を し合う。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・ワークシートを する。 

・「 う の人を３人 して、理

由を いてみよう」など、人

を指定すると しやすい。 

・ワークシート 

  

 

・活動をとおして人はそれぞれ みが うことを知り、それぞれの みにはその人の

いがあることを実感する。
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展開 

30分 

ク （30分） 

ク

「 の人 な の人 な 」

性 の が な トを

て、 の人 、 の人 を考える。 

ー で し合う。 

（ される児童の 応） 

「 をしている ら、 の人」 

「料理をしている ら、 の人」 

「 の が い ら、 の人」 

全体で共 する。 

ク

「自分が きなものや きなことを

してみよう。」

自分の きなものや きなことを

ちに「 らしくない」「 らしく

ない」と われたらどんな気持ちに

なる 考える。 

くの人と自分の きなものを え

合う。「 は が きです。な

なら・・・」 

・ 示 の トを に

る。 トを た段階で児童

ら 的な発 が ることも

される。その場合には、そ

こで 意をするのではなく、

「どうしてそう ったの」な

ど、 い しを行い、 の場

面で 度取り上 て児童に考え

るよう促す。 

・ ー で た意 を し、

性 にとらわれた意 があれば

い しをする。 

（ ） 

「 の人が料理をするのが き

とお しい な 」 

「 の人が をするのが き

とお しい な 」 

・ で し合わせもよい。 

・ に、どのようなことを わ

れたら しい も考えるよう促

す。 

・ で考えたことを生 すように

を ける。 

まとめ 

分 

まとめ（ 分） 

・ をとおして、わ ったこと、感

じたことをワークシートに く。 

・ 年生は学習状況によって、全

体で する けでもよい。 

・ をとおして児童 ら され

た考えや記 をもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

参考資料など

「人権学習ワークシート集 人権教育実践のために 第 集（ ・中学校 ） 」 

神 教育 員会（平成2 年 月） 

・ みは性 によって まっているものではない。自分の みを大切にするとともに

他の人の みも大切にして しい。

・ ー で意 が分 れた トを取り上 、 きなものや きなことは、

性 に関係なく、その人自 の大切な いであることを える。
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ワークシート 

（   ）ねん（   ）くみ（   ）ばん なまえ               

 下
し た

の うしをすきな
い

に ってみよう。 

の人
ひ と

は
な に い

に った な
お な

じ
い

に った人
ひ と

はいる な  

 つ の トの人
ひ と

は
おとこ

の人
ひ と

な
おんな

の人
ひ と

な  

  どうしてそう
お も

ったの な  まわりの人
ひ と

と
は な

してみよう。 

自分
じ ん

がすきなもの 
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わたしは             がすきです。 

な というと、 

３ 自分
じ ん

の
す

きなものや
す

きなことを、
と も

ちに「
おとこ

らしくない」「
おんな

らしくな

い」と
わ ら

われたらどんな気
き

もちになる 、 いてみよう。（
は な

してみよう。） 

４ 自分
じ ん

がすきなものやすきなことを、まわりの人
ひ と

にし う いしよう。 

 
じ う

をとおして、わ ったこと、感
ん

じたことを きまし う。 
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の人権 の

っ

 学  

  学校 年生 年生 

  

  クシ について考えることをとおして、性の 様性を知り、「自分らしさ」や「その人ら

しさ」を大切にしようとする態度を育てる。 

 の 

動画 （ を できるもの） 

ワークシート 

  

様々な人権 の中で、性的 についても 年取り上 られるようになってきました。令

和 年（2020年）に実 された 間の では、性的 の 現 は との もあり、

この 合を学校に き えると、ク に３ ４人は性的 の児童・生徒が在 することに

なります。ま は「この教 にも 性 について んでいる がいる もしれない」という をもち、

「性」についての正しい理解と、 いを認め、 いがあって たり であるという基盤づくりが大切で

す。 

に向 い、「性」についての関心が くなる でもあります。「 ら」「 ら」と

いう概念で自分や他者を るのではなく、「性」について正しく理解し、 いを認め自分らしく生きる

ことの尊さを考えられるようにしていきます。

   

 学 の    

導  

0分 

学習の確認（３分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「どんな たち 」 

３人または４人 ー を作る。 

「月」「 」「 」の をワーク

シートに く。 

ー で せ合う。 

ー で感 を発 し合う。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・ワークシートを する。 

・それぞれ、 分 度で くよう

に える。 

・自分と他の人の ー が な

ることが実感できるよう、合

があるまで人に せないように

える。 

・ワークシート 

 

・ じものを 示しても、人によって い べる ー が なり、正解は一つで

はないことを実感し、一人ひとりのちがいを認める大切さに気づく。
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2 

展開 

30分 

ク （30分） 

「 らしさ ってなん う 」 

ク

「 らしい らしい ってどう

いう う 」

ー で「 らしい（らしくな

い）」「 らしい（らしくない）」

という ら ー する を

し合う。 

ー で た意 を全体で共 す

る。 

動画「い い な性ってなん

う」を一部 する。 分  

 動画を て考えたことをワークシー

トに く。 

ク

「自分らしさってなん う 」

自分のことについて、 人でワーク

シートに く。 

教員の を いた 、他にも「自分

らしさ」があればワークシートに

く。 

「自分らしさ」について ー で 

発 する。 

・それぞれの ー での し合

いで、人によって ー する

に いがあることに気づくよ

うにする。 

・どうしてそう感じるの 、 い

しながら をする。 

・0 00 0 の 分間を

させる。 

・ワークシートの性について

れた部分も参考にするように

える。 

・自分のことについて記 したこ

とが「自分らしさ」の つであ

ることを える。 

その 、さらに自分らしさにつ

いて考えさせる。 

・「その人らしさ」を認められる

ような けをする。 

・動画 

まとめ 

分 

まとめ（ 分） 

・ をとおして、わ ったこと、感

じたことをワークシートに く。 

・ をとおして児童 ら され

た考えや記 をもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

参考資料など  

「 学校 学年 い い な性ってなん う」 認定 法人   

 

「人権学習ワークシート集 人権教育実践のために 第 集（ ・中学校 ） 」 

神 教育 員会（平成2 年 月） 

「人権学習ワークシート集 人権教育実践のために 第 集（ ・中学校 ） 」 

神 教育 員会（令和 年３月） 

・自分らしくあることが大切であり、他の人の「その人らしさ」を大切にしようとする

気持ちが大切であることに気づく。

・性は体 けでは分けられ 、人によって感じ方は なり、 様である。大切なのは

性 による「らしさ」ではなく、「自分らしさ」を つけていくことに気づく。

62



 

ワークシート 

（   ）年（   ）組（   ）                  

  どんな たち な  

月    

「性
せい

」とは について考えてみよう。 

「あなたの性
せい

はなんです 」と れると、「 性
んせい

」 「 性
じ せい

」のどちら に分けて

考えてしまいがちですが、実は、明確
めい く

に「 性
んせい

」と「 性
じ せい

」の つに分けることができ

ないものです。 

その人自 の「性
せい

のあり様
よう

」のことを「 クシ 」といいます。 

クシ とは、人間一人ひとりの人
じん く

（その人らしさ）を形成
けいせい

する上で
け つ

な要
よ う そ

の集まりです。 

クシ は 様で、（ ） ーシ のように一人ひとり
こと

なるものです。 

ーシ
しきさい

や
のうたん

が 的
れんぞくてき

に 化していく状 態
じ うたい

のもので、明確
めい く

な境
き う い

がない状 態
じ うたい

を す。 

こ こ ろ の 性
せい

か ら だ の 性
せい

好
す

きになる性
せい

表 現
ひ ょ う げ ん

す る 性
せい

  

                       

                       

                       

の

らしさ ってなん う  

63



 

意
と く い

なこと 

に が て

なこと 
大 にしているもの 

自分が っている自分の性
せ い く し うらい

の
ゆめ

す

きなこと・もの 

３ 動画「い い な性
せい

ってなん う」を て、考えたことを きまし う。 

４ 「自分らしさ」について いてみまし う。 

ま 、自分のことについて、次の
わく

に いてみまし う。 ける けで まいません。   

  

 上で えた一つひとつが「自分らしさ」です。他にも 考えられる「自分らしさ」があっ

たら次の
わく

に いてみまし う。 

 の学習をとおして、わ ったことや感じたことを きまし う。 
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      の人権 の

    っ

 学  

  中学生 

  

  クシ の 様性や性的 について理解を深め、「その人らしさ」を大切にする

態度を育てる。 

 の 

 動画 （ を できるもの） 

 ワークシート 

  

様々な人権 の中で、性的 についても 年取り上 られるようになってきました。令

和 （2020）年に実 された 間の では、性的 の 現 は との もあり、

この 合を学校に き えると、ク に３ ４人は性的 の児童・生徒が在 することに

なります。ま は「この教 にも 性 について んでいる がいる もしれない」という をもち、

「性」についての正しい理解と、 いを認め、 いがあって たり であるという基盤づくりが大切で

す。 

中学生は に り、他者に する性的な関心が 生える です。この に自分の「性（ ク

シ ）」について理解するとともに、「性的 」について理解し、お互いにその人

らしさを認めようとする意識を育むことをめざしまし う。 

また、 に自分の性 や性的指向に 和感を いている生徒がク にいる もしれないということ

を念 に き、 を行う際には に の内容等を保護者や生徒に知らせておく必要があります。 

   

 学 の    

導  

0分 

学習の確認（3分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「 り くさん自 」 

・３ 人で つの ー になり、自

分のことを 分間で相 にいくつ

えられる を う。いくつ えた

の人が える。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・ 分間考える 間をとる。 

（ ） 

、学校、 きな べ 、 

の  等 

 

・活動をとおして、 られた一つ一つがその人を 成する要 であり、一人ひとり

に、要 がたくさんあることに気づく。
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展開 

3 分 

ク （3 分） 

「 クシ って う 」 

ク

「 クシ について考えよ

う」

ワークシートを基にして、性 によ

る ー を き、 ー で し

合い、その理由を共 する。 

クシ についての 明を

く。 

ク

「性的 について考えよ

う」

性的 について 明を

く。 

法 省の人権 発 「あなたが

あなたらしく生きるために」を一部

する。 分  

どうしたらあなたの学校で性的

の方が 心して せる

、 ー で し合う。 

「 ト」と「

」についての 明を く。 

・ワークシートを する。 

・「 クシ 」も一人ひ

とりを 成する要 の一つであ

ることを える。 

・性 による ー は人によっ

て うことを感じるとともに、

性 による ー は れに

してもあてはまるものではない

ことを確認する。 

・ワークシートの 性のとらえ

方 の部分を確認する。 

・ワークシートを基に 明する。 

・ 32 2 の 分間を

させる。 

・ 的な 面 けではなく、学

校内の環境でも気づいたことを

し合えるとよい。 

・ ト に こりうる

（ 等）につい

て、 に 明する。 

・ワークシート 

・動画 

まとめ 

分 

まとめ（ 分） 

・ をとおして、わ ったことや、

まわりの人の感じたことをワークシ

ートに く。 

・ をとおして生徒 ら され

た考えや記 をもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

参考資料など  

人権 発 「あなたがあなたらしく生きるために 性的 と人権」 法 省 

   

「人権学習ワークシート集 人権教育実践のために 第 集（ ・中学校 ）ー」 

神 教育 員会（令和 年３月） 

「性的 について理解する あなたが相 されたらどうします 」  

 神 教育 員会行 （令和 年 月） 

2  

・ クシ はそれぞれの人を 成する要 の一つであり、「自分らしさ」や

「その人らしさ」の一つである。性的 に する 的な 現は「その人

らしさ」を ってしまうことになる。「 つく人がいる もしれない」という気持ち

を れ 、「その人らしさ」を大切にする 動を心がけていく。

・活動をとおして、 性、 性の境が「体の性」 は であることに気づき、 に

「 性らしさ」「 性らしさ」という概念がとても なもの ということに気づく。
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料理が 意 ー が 意 が ける きれい き ー ーシ をとる 

ワークシート 

（   ）年（   ）組（   ）                  

 次の は、性 の いによって ー がある でし う 。 ー で し合って、

下の に分けてみまし う。   

性の ー  どちらでもない 性の ー  

性のとらえ方  

  「あなたの性は です 」と れると、「 性」 「 性」のどちら に分けて考えて

しまいがちですが、実は、明確に「 性」と「 性」の 2 つに分けることはできません。 

  その人自 の性のありようのことを「 クシ 」といいます。 

  クシ とは、人間一人一人の人 に な要 の集まりです。 

  その要 には、 

「こ こ の 性 自分自 の性 をどう認識している 」 

「 ら の 性 生まれ持った 体の性のこと」 

「 きになる性 や性 の となる人の性」 

「 現 す る 性 や性 、 や る い方など」 

   

こ こ ろ の 性

か ら だ の 性

好 きになる性

表 現 す る 性

  

                       

                       

                       

クシ って う  

クシ は 様で、下の のような ーシ のようなもので、

一人ひとり なるのです。

の
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 「性的 」について考えてみまし う。 

性的 について  

たちのな には、生 学的な性（ ら の性）と性の自 意識（ここ の性）が一

しない人、性的指向（人の ・性 がどういう に向 うの を示す概念）が、 性

や 性（ 方）に向いている人などがいます。社会的には となるそうした人た

ちのことを「性的 」といいます。 性的 の ーを す

の一つとして「 」があります。 

（ ） ここ の性が 性で、 きになる性も 性の方 

（ ） ここ の性が 性で、 きになる性も 性の方 

（ クシ ） きになる性が 性にも 性にも向いている方 

 

（ト ー） 

「 ら の性」と「ここ の性」が一 しないため

に、「 ら の性」に 和感を持つ方 

あなたの学校で性的 の方がいるとしたら、どうしたら 心して学校で せ

ると います 。 

トと について  

トとは、性的 の方 ら、ありのままの自分のことについて、

ち明けられることです。 

とは、 トしてくれた内容を本人の 意なく、他の人に った

り、 にしたりすることです。 

トは している人に大切な を えることです。 は

にしてはいけません。 

３ の学習をとおしてわ ったことや、まわりの人の「その人らしさ」を大切にするため

にあなたにできることを きまし う。 
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人権

 学  

  学校 年生 3 年生 

  

に き まれた内容を実際に に してみることで、人を つけてしまう の内容に気づ

き、相 の気持ちを考えて を発することの大切さに気づく。 に き みをする に、相

の気持ちを し、人を つけてしまうことのないようにする。また、他の人にもさせないようにす

ることや、 て りをしない気持ちを育成する。 

 の 

 ワークシート 

  

ー トを した 中 （ トいじめ）は、 き みが なこと ら、よく考え に

ひどいことを き んでしまう 向がみられます。また、 で き みをする際には、さらにひどさ

が ートする れがあります。 き む に相 の気持ちを し、 で人を つけてしまう

ことのないように考えられることが大切です。 

   

 学 の    

導  

0分 

学習の確認（3分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「ありがとう。どういたしまして。」 

ー になって、相 の いとこ

やがんばっていることを つ える。 

えられた方は「ありがとう」とい

う。 

えた方は「どういたしまして」と

える。 

くり えす 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・3 人の ー で行う。 

・ が いつ なければ「相 に

してもらってうれし ったこ

と」でもよい。 

・やさしいことばを うことでお

たがいの気持ちに づくことに

気づき、 い気持ちになれる

ことを理解させる。 

 

・やさしいことばを うことで、 い気もちになることに気づく。

69



 

展開 

30 分 

ク （30 分） 

ワークシートの の き みを

む。 

ワークシートの き み に して

んでみる。 

どんな気持ちになった ワークシー

トに く。 

いたことを発 し、全体で共 す

る。 

さんがこれを ん らどんな気持ち

になる ワークシートに く。 

さんのことを考えたら、自分はどう

すればよ ったの を考える。 

このようなやり取りでは、どうした

らよいの 考えてワークシートに

く。 

・ワークシートを する。 

・ き みを するよう促す。 

・ワークシートに記 できていな

くても、発 を き し、

などで全体共 をする。 

・「足の い に いと正直に

うことは大切 」という発 に

しては、相 の気持ちになっ

て考えられるよう促す。 

・自分のこととして考えるよう促

す。 

・ の き みに ら 、相

の気持ちになって考えること

が大切であることに気づくよう

促す。 

・ワークシート 

まとめ 

分 

まとめ（ 分） 

・まとめの を く。 ・ をとおして児童 ら され

た考えや記 をもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

・ を通じて ー みんなが している らといって、人が つくような

ことは ってはいけない。

・ き みをする に、 を つけたりしない、優しい になっている 確

認する。

・もしこんなやり取りを たときには、大人に相 するなどして、 て り

をしない。
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ワークシート 

（  ）ねん（  ）くみ なまえ         

き う

の体育
たいいく

の 間
じ ん

に ーの 習
れんし う

をしました。がんばって
はし

ったけれど、
ま

けてしまい

ました。
おな

じ ー の さんは
はし

るのがおそ ったので、 さんのせいで
ま

けたとおもって、

わたしは「
ま

けたのは さんのせい よね。」と きこみました。

やさしいことばをつ おうね 

き う

の ーで
ま

けたのは さん

のせい よね 

足
あし

のおそい人
ひと

がいるとめいわく よね 

の ま ね。足
あし

、おそす  

足
あし

のおそい人
ひと

がいると
ま

けち うよね 

わたし 

さん 

さん 

わたし 
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2 

こえ

に してよんでみて、あなたは、どんな気
き

もちになりました 。 

さんがこれを
よ

ん らどんな気
き

もちになるでし う。

さんのことを 考
んが

えたら、「わたし」は、どうすればよ ったので

し う。

このようなやりとりでは、どうしたらよいのでし う 。 
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人権

の に

 学  

  学校４年生 年生 

  

  ー トを中心とした様々な の中 ら、どの が正しい を できるようにする。 

 の 

 （   の 組が できる環境） 

ワークシート 

  

ー トは でも気 に 発 ができるため、 い みや 解、 確認の であっても

そのまま 開されている場合があります。発 者が 意により の を させることもあります。 

ー トの 及により、 たちはさまざまな を受けている一方で、 ー ー や

ク動画などのように、その を させたことによって、自 が加 者になってしまう ク

もあります。また、知らないうちに自 が 者となる クがあることも理解してお なければな

りません。 が一、 ー ー や ク動画などの に った場合は一人で ま に、し

るべき 関に相 して具体的な を じることが大切です。 

「 ー ク」とは、 （人 知 ）など 度な合成 を いて作られる、本 と 分

けがつ ない精 な ク動画をさします。 が にする 学習の 法のひとつ「 ー

ー 」と「 ク」を ク した です。 ー クの は、本 と 覚さ

せる精 な作り けでなく、 されることによって き こされる社会への です。 

ー クを くための の が進んでいる段階ですが、 が進化すれば ー

クもより精 になる「いたち っこ」の状況が いています。 ー クに する も

な は、 る人の シーや意識を め、 に 力しないことです。

の 組の をもとに、 ク ー について理解し、 で な ト上の に気

づき、 めないように、 ク ー を目にしたときの 目 トを学びまし う。 

   

 学 の    

導  

0分 

学習の確認（3分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「たくさんの を つけよう。」 

の を し合おう。 

） ートの  

  き のシ  

  ー の  など 

ー で し合った を全体で

共 する。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・3 ４人の ー でお にある

ものの をなるべく く し

合うように える。 

・ の ー で いつ な

った の があるときに

は させる。 

 

・一つのものでも、たくさんの があり、人によって が うことに気づく。
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展開 

30分 

ク （30分） 

  「その ー め

て大  ク ー 」を

する。 0分  

組を して考えたことやわ った

ことをワークシートに く。 

よい（ される） ク ー は

あるの 考える。 

ク ー を しないために

は、どのようにしたらよい を考え

る。 

全体で共 する。 

・ワークシートを する。 

・ の を 分ける は

考えを促す。 

・ される ク ー はある

考えを促す。 

・どんな理由であっても は

されないことをおさえる。 

・ を することは、結 的

には社会を させてしまうこ

とに加 することになってい

る。 

・ワークシート 

・動画 

まとめ 

分 

まとめ（ 分） 

・「 発 をする場合の 意 」

の資料を参考にするなどして、まと

めの を く。 

・ の とこれ らどのよう

に き合っていったらよい 、考え

たことを く。 

・ をとおして児童 ら され

た考えや記 をもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

・ が正しい どう の が

必要であることをおさえる。 

参考資料など  

  「その ー めて大  ク ー 」 

2 000 0 00000 

・ ク動画や ク ー について知り、 ト上の に気づき、

し合いを行うことで、正しい である できるようにする。
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ワークシート 

（ ）年（ ）組（ ）

その
じ う う

、本 に正しい

の
じ う う

とこれ らどのように
つ

き合
あ

っていったらよい 、考えたことを きま

し う。 

組を て、わ ったことや考えたことを きまし う。

よい（
ゆる

される） ク ー ってあるの あなたはどう考える      

                

       

ク ー を
くさん

しないためには、どのようにしたらよい 、考えたことを き

まし う。

 

に
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資料 

  ー トで 発 をする際には、 示 、 などに ・ 人 を

き まない、 中 をしないことが重要です。これは自分の けではなく、 や

達などの についても じです。 ー トに れた は く 開されるため、

その が されて わ を受けたり、 シー が こったりするためです。

一度 した は、 全に すことはできません。 

その 、 意な発 により、 くの人 ら を受けたり、自分や する組織（学

校、部活動、 ー など）の を させたりする 態を くこともあります。 

  き む内容や を 開する 、その結 どのような が こるの 、 に意識を

しながら、 発 をするよう心がけまし う。 

などの ー は、 生活の中で、 での 人の いなどを できる

が大きな 力です。その一方で、 人の 気ない発 でも、 ー ト上の発 や る

まいは、 くの人の目に れる 性があり、場合によっては、現実 に大きな を

えることがあります。 

  えば、 さんの への が、本 は にしなければならない 達 ー の内

容を 部に らしてしまう結 となり、 ー ト上で さんに が集中したり、そ

の ー みんなの として取り上 られる が発生しています。このような場合、し

ばしば、 ー ト上のその に関心を持つ人の間で 追及活動が行われ、その

で、 の となった 人の 定・ や、 中 などの大 の き み（いわゆる

「 上」）などの行為が行われます。そして、 ー ト上でこのような現 が発生し

た場合には、 や などの で されることも しくありません。 

  こういった 性を するためには、ま は自分の ー ト上での発 内容が、

本 にしなければならない を んでいない 、現実 でも を びるような内容

でない など、 立ち止まって考える 重さが必要です。 

  さらには、こうした 人の 定が行われるのは、 上の 発 けではありません。

ざけのつもりで された動画 ら、 者の 定が行われ、現実 での に っ

た も発生しています。 や ー トは の 間ではなく、 ー ト上の

行動は 定されてしまうもの ということを自覚することが必要です。 

（参考資料） 

「 のための ー ト」（ 省） 

発 をする場合の 意

発 の 意  

発 内容は 重に 
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人権

の り りに  

 学  

  中学生 

  

  上であっても、相 の心を つけることはいじめにつながるということを認識し、 ましい

やり取りができるようにする。また、 などによる トいじめについて知り、加 者にならな

いためにどのようなことに気をつければよい 、また、 者になったときにどのようにすればよい

できるようにする。 

 の 

 ワークシート 

  

トいじめは、 ト のいじめよりも 面化しにくいことがあります。 トいじめは、

などで利 する で く行われているため、 者に 場を えません。 ト のい

じめであれば自 が 場 となって、 すれば一 的にでも できるでし う。し し

トは 間と場 を びません。学校 けではなく、 にいても でもいじめられるので、精神的

に追いつめられます。 き ん ことは っと る上、他の人に めるのも で、 くの人に ら

れてしまいます。 によっては、参加者し られ 、 などもできないので、いじめがあっ

たことが らわ らないことが を大きく にしています。 

ここでは、 の ー トークで を れるという をもとに し合いをします。 し

合いを通していじめの加 者にならないように、どんなことに 意が必要 し合います。また、実

際に トいじめの にあったときは、まわりの大人に相 したり、相 関を利 したりするな

ど、自分を追い めないような 段をとることが大切です。 

   

 学 の    

導  

分 

学習の確認（ 分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「 きなものは 」 

・ きな について し合う。 

・ ー の ー全員が じ え

になる を し す。 

（ ） きな は 。 。 。 

   きな の は   

。ク ワ 。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・自分と なる意 が ても 定

せ 、受け止めるように促す。 

・ ー の 間と共通の きなものを し すことは しいことであると知り、そ

れぞれの きなものを認め合うことについて気づ せる。
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展開 

3 分 

ク （3 分） 

ク  

トいじめについての 明を

く。 

を んで考えたことを く。 

４人 度の ー で ったことを

え合い、気づいたことを く。 

ク  

を む。 

ク の ー トークに が

れていたとしたら、どう 応する

考えて く。 

や の が られていたら、

どう 応する 考えて く。 

自分が の を って しいと

われたら、どう 応する 考える。 

・ワークシートを する。 

・ を 持していない生徒

がいる場合は に 明し、で

きる で し合いに参加でき

るように促す。 

・実際に トいじめにあってい

る生徒がいる 性があること

を念 におきながら、生徒の様

をしっ り する。 

・本人が と っていなくて

も、相 が つくことがあるこ

とを理解させる。 

・ の が られていたらその

本人がどう うの 、どのよう

な があるの を考えながら

必要な 応を考えるよう促す。 

・もし、自分が って しいと

われて な いをして った

ら、一人で えるのではなく、

相 できること、あなたは く

ないことを える。 

・ワークシート 

まとめ 

分 

まとめ（ 分） 

・まとめの を く。 ・ をとおして生徒 ら され

た考えや記 をもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

・いじめられていると ったら、

まわりの大人（教職員や保護

者）や、相 関に相 できる

ことを える。 

・資料 

参考資料など  

「 ト シー」とは の で が 定されてしまう も  教  

 ー ト上の 法・ に する 応（ 制 法） 省 

ー教 教 「 の上 な い方を考えよう 」 

神 教育 員会 神 本部 みらい  

 0 3  

・ ー トは 利な が集めやすい 面、 な や も く まれてい

る。また、全 に 開される 性上、一度発 してしまった は に り

けると考えるべきである。そのような を理解し、ト を しながら正し

く利 する 力が「 ト シー」である。

・いじめは いことで、いじめられた人は して くない。いじめは がされても

しいものであるので、 しいことはがまんせ に相 するようにする。
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ワークシート 

（   ）年（   ）組（    ）               

しいことですが、 学校や中学校でいじめが く きています。 ー トを った トい

じめも えています。 

トいじめには、い い な があります。たとえば、 などで を いたり、 した

り、 間は れにしたり、他の人に られたくない を したりするいじめがあります。また、

示 などに 人 を いたり、 になりすましていやがらせを きこん りするいじめもあります。 

でのやり取りについて 

ク

あなたの考えたこと、 ったことを きまし う。 

あるク の たちは、 じク の さんを し りし、 を で 形したり 

けさせたりして、どれが一 おもし い で い合って しんでいました。学校での

様 や に び して し りをし、本人には内 で、それを学校 がわ る形で、

動画や に するなどしていました。

ー で し合って、 たに気づいたことを きまし う。 
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ク の ー トークに の が されていたら、あなたはどうしたらよいと

います  

ク

ク の ー トークの中で が き まれていたら、あなたはどうしたらよいと

います  

もしあなたが、 の を って しいと われたら、どうします  

あるク の ー トークの中で、 じク の さんの が き まれていまし

た。「 は 」「 きもい」などのひどい が 十 も き まれていました。 さん

本人が「やめて しい」と えたとこ 、 ー の中のある ら、「 の を っ

たらやめてあ る」といわれ、 さんは自分の の を ってしまいました。
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資料 

参考資料  

とんどの人は を で利 していますが、「 なら ない う」は間 いです。 中

を き まれた は「 制 法」にもとづき、 営者（ ）に して発

者の の開示を 求する（ が き ん の 、 を求める）ことができる らです。 

制 法（ 定 気通 者の の制 及び発 者 の開示に関す

る法 平成2 年 正）の概要 

●権利 に関して、 が の を行わな

った場合・行った場合のそれぞれについて、 の

の 要 を 定 

●権利 に関して、 が保 する発 者の

の開示を 求できる権利を 定 

● 中 の み等を 止 とし、これに する場合の

等を 定する利 者との の を 示 

●具体的に すべき や参 すべき を示した各

を作成

 

  

 

 

ト、 会い ト 

力的な 現 

体画 （人の尊厳を する ） 

自 を する み 

の の に  

 いが  

は 者である（ ） 

ト（ 作権 ） 

児童 ・わいせつ  

・ クの  

権  の の   

 

ト上で相 を つける き みをした場合、 （ や ）になる場合

があります。 

侮辱罪（刑法231条）は、事実を摘示せず

に、公然と、人を侮辱した場合に成立します。 

「事実を摘示しない」とは具体的事実を伴

わないということであり、「ブス」「このハゲ！」

「デブ」などの誹謗中傷が該当します。 

名誉毀損罪（刑法 230 条）は、事実

を摘示し、公然と、人の社会的評価を低

下させた場合に成立します。 

いじめは いこと。いじめられた人は くない。いじめは れがされても しいもの。 し

いことはがまんしなくていい。いじめの しさ ら がれるために、自ら を つなんてこと

は にしないで、助けを求めてく さい。あなたは、 くありません。 

省 ー ー より 
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人権 の人権

の 学  

「 の人々の りが尊重される社会を実現するための の推進に関する法 」
の人々に関する法 として、「 の人々の りが尊重される社会を実現するための

の推進に関する法 」が、平成 3 年４月に されました。この法 は、 の推進に関し、

基本理念や 等の 、 による基本方針の 定などについて定めることにより、 の人々が

としての りを持って生活することができ、その りが尊重される社会の実現を り、全ての

が相互に人 と 性を尊重し合いながら共生する社会の実現に資することを目的としています。  

第４ では、「 人も、 の人々に して、 であることを理由として、 することそ

の他の権利利 を する行為をしてはならない」と 定されており、 等の 止が明記されてい

ます。第 第３ では、「 及び 方 共 体は、教育活動、 活動その他の活動を通じて、

に関し、 の理解を深めるよう めなければならない」と 定されており、教育活動にも れ

られています。 

また、 法の 会 の中では、 ・参 の 土 通 員会において がなされてお

り、「 の人々に する を し、 の人々の としての りの尊重と共生社会の実

現を るため、 に関する教育の 実に向けた取組を推進すること。」に 意することとされて

います。人権教育で う場合には、こうした を まえ に関する理解を深めることが必要で

す。  

の人 の が の の  
 

3 20 0

2

2 32 2 3 00032

 
0 2 0 0

の人 の が の の  
 

3 20 02  

の人 の が の の
  

3 20 03  

に の くの の ったり
の た く たり

った に  
た の っ た

に た の
の に の人 の り 尊重 た

の の に 立 た  
の の の に の

の の人た
に に た に

の の り 尊重 重  
 

の の  
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法人 文化

文化を学   

の人々の ・文化、 等の制作に関する動画や、 の学習に関する教

等が されています。また、 本等の の みができます。 

  

本の ー ーには の などを として 児向けの 本や児童 の や

み せ動画、ク ー ーやク ワー など、児童・生徒向けの

がたくさんあります。 

教育 員会 に関する教育

 

「 の ・文化等に関する指導資料 第 集 」 

教育 員会が、学校における に関する指導が、正しい認識のもとに行わ

れることにより、 性や 様性を尊重しながら共生する社会の実現に資するよう、人間尊

重の教育の一 の 実を るため、2020年（令和2年）3月に発行した指導資料を し

ています。 

学習活動  

参考資料など  

「 の ・文化等に関する指導資料 第 集 」 教育 員会（令和 年3月） 

「 と現在 を共に生き くために 」 

法人 文化 （令和3年 月第十一 ） 

学習活動の ト  

基本的な作り方・ 意

り の のついた面を内 にして、正方形になるように つ りにする。

り目の に気をつけて、 を く。

はさみの持ち方や切り方に気をつけて、 で いた文様の に って切る。

に る

作 を、 画 などに るときれいな展示 になる。

文様のまっす な ・・・心の正しさ 正直さ 心

文様のまがった ・・・平和 な よし さ

  

はさみのもち方、 い方を学習する際、 の り方や重ね方によって 様が わること

を 文様に関 づけて理解を ります。また、関心をもった 文様を組み合わせ

たり、向きを えて切り取ったりして な りを作ることで、 の や文化

に がもてるようにしまし う。 

の  

（ゆるや に がる） 

シ

（ ・ト がある） 

シク

（目） 

シ
（ 方が き） 

シク
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人権 の人権

    に た に 

 学  

  中学生 

  

  における で存在する様々な人権 について知り、「 者」と われる人々の立場

になって や解 方法を考えることをとおして、人権感覚や意識を め、 にもお互いの人権を

尊重しようとする態度を育てる。 

 の 

ワークシート 

資料 

  

  発生 は、 したすべての人に生活の が生じ、基本的人権が保 されない状況が生じます。

は、様々な方が生活を る場であり、通 の生活の中では感じたことのない 感や ト を

感じることになります。 自由な生活が いられがちな において、すべての人がい に自分らし

い生活を ることができる ということは に大切なことです。 

  に 者や がい者、 人やけが人、 性、 ども、 につながりのある人など、「 者」

と われる な や支 が必要な人にとって、人間らしい生活や自分らしい生活を れるように求

めることは、 して やわがままではありません。 

ワークをとおして、 に発生した自然 における 生活の を知り、 らの備えの

必要性や における一人ひとりの人権尊重について考えさせていきます。 にとっても人権が尊重

される づくりに向けて、人権感覚や意識を め、 にもお互いの人権を尊重しようとする態

度を育てます。 

   

 学 の    

導  

分 

学習の確認（2分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「 に を持っていきます 」 

による により、自 ら

に することになった。その

際に持っていくものを つ考えて、

ワークシートに く。 

考えたことについて、 人 度の

ー 内で発 し合う。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・ワークシートを する。 

・す には自 に れない状況で

に向 うことを 定して

考えさせる。 

・ ん 理由についても発 する

よう促す。 

・ワークシート 

 

・ 生活の さについて考え、 らの備えの大切さについて気づく。
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展開 

0分 

ク （ 0分） 

ク  

「 での り ととその解 方法

について考える」

に きた での り と

に する解 方法を考え、ワークシ

ートに く。 

き き じ ー で発 し合

い、 り との解 方法について、

意 を行う。 

を く。 

ク  

「 もが しやすい にするた

めに」

目を参考にして、各 ー で

様々な立場 のうち つについ

て り とを考えて し合う。 

てきた り とを解 する方法に

ついて考えて し合う。 

ー で し合った内容をク

内で発 し合う。 

感 等をワークシートに く。 

・ いす利 者の り とについ

て して考えさせる。 

・記 された 目 にも り

とがない い ける。 

・資料 本大 のある

者の体 「 の の向

上」について を む。 

・立場が らないように、

を り分けるとよい。 

・その人にとってのあたりまえの

生活が れないことを考えさせ

る。 

・「 の向上」の も まえて

考えさせる。 

・ ー 2 ３分で発 させ

る。 

・他の ー の発 を いて

ら くよう指示する。 

・資料

まとめ 

３分 

まとめ（３分） 

・まとめの を く。 ・ をとおして生徒 ら され

た考えや記 をもとに、ねらい

をおさえ、まとめる。 

参考資料など  

「人権学習ワークシート集 人権教育実践のために 第 集（ ・中学校 ） 」 

神 教育 員会（平成2 年 月） 

営   内 （ ）（平成2 年４月） 

・ の における で、様々な があったことを知る。

・ においても、人がどれ け人間らしい生活や自分らしい生活を ることができる

という「 の向上」が求められていることに気づく。

・ 自由な生活を いられがちな において、全ての人々がい に自分らしい生活を

ることができる ということはとても大切なことであることに気づく。

・ ら、それぞれの立場を できるよう人権感覚を き、 にもお互いの人

権を尊重しようとする態度を につける。
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ワークシート

（  ）年（  ）組（  ） ・                

 「 に を持っていきます 」 

 もし、大 の発生により、自 ら することになり、す には

自 に れないとしたら、 には を持っていきます 持って

いくものを考えて、一つ きまし う。 

 他の人が たものを きまし う。 

 下に いてあることは、実際にあった いす利 者の 生活でのでき とです。 いす

利 者が に せるための解 方法を考え、ワークシートに記 しまし う。 

     

もが しやすい にするために 

・ いす利 者が できるト や になる場 がない。 

・大 の 者が て、自分の ー を作り、 く ー はあっても いすが通

る ー がないので、 動することができない。 
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３ 生活が くなるにつれ、様々な が こります。様々な立場になって、次に た

の 目を意識して、 り とを し、 らの備えを めて解 方法を考えてい

きまし う。ま は各 ー で ら つ び、その立場になって考えて、 、 につ

いてワークシートに記 しまし う。

   

  

  

        

の中で（     ）の立場になって考えます。

り と 

解 方法 

他の ー の発 を いた の感 等を きまし う。 

様々な立場  

性   ども  ・ ー ・その他 性 のある方 

者  人  や 児 

目 生活環境       全 心（ シーや など） 

資の 足と 理   心や体の （ 、 欲 、 気など） 
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資料 

「 の の向上」について

営 （平成2 年４月）内 （ ）の には、「はじめに

者の を維持するために［ の の向上］をめざす」と明記されています。

また、「 となる の理解 「 の向上」の考え方 」では、次のように示されていま

す。

「 は、あくまでも で む を った 者等が一 的に生活を る場 です。

や支 を ての生活であること ら［ の向上］という を うと［ ではない ］

というような の指 を受けることもあります。し し、ここでいう［ の向上］とは

［人がどれ け人間らしい生活や自分らしい生活を ることができている ］という［ ］

を うものであり、 人の や を基に される［生活水 ］とは全く なる考え方

であるため、［ ］という は たりません。

（中 ）

本大 は、 ら くの支 者が れました。 が の応 ・ の さに

する があった一方で、 の生活環境については、 際的な 支 基 を下 る

という指 があったことは重く受け止めなければなりません。 神・ 大 、

の確保については、一定の進展が られたと 価できますが、次の目標は、その［ の向

上］です。」

本大 のある 者の体

さんは重度の がいがあり いすで生活をしています。 さんは 本大 の

者の一人で、 での体 を次のように してくれました。

 「 設のト に行きたいと っても、段 があり、 つ すりがな ったので行くこ

とができな った。」

 また、他の では、「 方なく ー ト を持ち ん ら、 い 内な

ので をしたらどうするの と われ、 されな った。 の知り合いは、水分と

べ を えたため 気になってしまった。せめて他の人に される 度のことは、

たち がい者でもできる環境を作りたい。そう い すると みんな っているの

ら しなさい。みんなが しているときに いたくを うな と われた。 の

生活に 必要なものや シーの保護をお願いしているのであって して えた

りわがままを っているのではない。 じ環境下にいても、 がいのある人とない人では

えられる自由や 心の度合いが う。このそもそもの ート の いを して

おいて、 をもって平等というの 、よく考えて しい。」

「人権学習資料 3 と人権 に い社会をつくるために 」（一部 しています）

社 法人 取 人権文化 ー（平成2 年 2月）
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の向上の目標は、「 基 」

営 では、 クト（参考）の部分で、次のように示さ

れています。

者にとって「正しい」支 とは 者が 定した状況で、尊厳をもって生存し、

するために、あるべき人 応・実現すべき状況とはどのようなもの 。この 際的な

クトでは「人 の 組みに基づき、生 を るための主要な分 における

たされるべき基 」を「 ・ ク」にまとめています。 の が の「

の の向上」を考えるとき、参考にすべき 際基 となります。

https://jqan.info/wpJQ/wp-content/uploads/2019/10/spherehandbook2018_jpn_web.pdf 
 についても、人間らしい生活や自分らしい生活を るという人権尊重の ら考

えていくことが必要です。

応における 共 参画

応力を 化する 性の 共 参画の らの ・

（令和 年 月 内 共 参画 ）の 「はじめに」では、次の記 があります。 

は、 、 、 水 等の自然現 （自然要 ）とそれを受け止める の社会の在

り方（社会要 ）により、その の大きさが まってくると考えられています。性 、年

や の など様々な社会的状況によって は なり、社会要 による の

を にすることが重要です。 

本大 をはじめとするこれまでの においては、様々な意 定 への 性の

参画が十分に確保され 、 性と 性の ー の いなどが されないといった が生

じました。 

こうした ら、 の「 基本計画」「 共 参画基本計画」「 営

」等において、 下の が定められています。 

・ の 力向上を るため、 方 会 の 員への など、 に関する ・方

針 定 と の現場における 性の参画を 大する。 

・ （ ）は、自主 組織の育成、 化や、 ー ーの育成等を るもの

とし、その際、 性の参画の促進に めるものとする。 

・ は、指定 の 営における 性の参画を推進するとともに、 の ー の

い等 方の 等に するものとする。 に、 性 の し場、 、

の設 や生理 ・ 性 下 の 性による 、 備や ーの 等によ

る指定 における 営 理に めるものとする。 

・ （ ）は、応 設 の 切な 営 理を行うものとし、その際、 性の

参画を推進し、 性の意 を できるよう するものとする。 

・ の ・ に たっては、あらゆる場・組織に 性の参画を促進するものとする。 

このような取組を進めることは、 どもや 者、 の方、 がいのある方、 の

方など、 様な方々への にもつながります。 
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      人権 の人権

っ  
く た に  

 学  

  教職員 

  

ーとは 、 をとおしてその状態について知る。さらに、 している児童・生徒

が ーのような状況なら、どのような支 が必要 考え、関係 関等と して支 につな

るなど、 切な 応ができるようにする。 

 の 

 ワークシート 

  

ク ー 等、一 に動画を できる （または一人一 ） 

  

ーそのものの実生活を っている児童・生徒がいる 性があります。そのため、

した動画をもとに、学校で児童・生徒がどのような場面で支 の必要な ー と えること

ができるの 、教職員 で し合う展開を設定しています。 

一方で、 の一員として「お い」することは 生活を 力して営む上で大切なこととして、

共通理解を ることが望まれます。 を支えることが なのではなく、 度の により、学校生

活等に支 をきたし、 どもらしい生活が れない場面があるの を、児童・生徒自 が り って自

覚する指導が 求められます。人権学習ワークシート集 （ 校  第 集）の に、

ーに る指導資料（資料 ）があるので参 し、児童・生徒への指導に活 してく さい。

   

学 の  

導  

0分 

学習の確認（３分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「 ーって う」 

・資料 を し、資料 にある 0の

トを て、 の りで

ー もしれないと考えられる

をワークシートに く。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・ワークシートを する。 

・ ーについて、

な について考えることで、

自分 として えるよう促す。 

・ワークシート 

・資料  

・資料  

 

・ ーがどのような状態 、動画や トをもとに知り、理解する。
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展開 

30分 

ク （30分） 

「 ーについて知り、な

深 な なの 理解する。」 

資料 を し、 ーがど

うして深 な なの 考える。 

動画で されていた内容をもとに、

ーをどのように支 に

つな るの を考えて、ワークシー

トに く。 

記 した考えをもとに、 人 度の

ー でお互いの意 を え合

う。 

・動画を ク ー に するな

どして、一 に させる。 

・動画をもとに考えたことを記

してもらう。 

・資料 について 明する。 

・ 間があれば ー で た意

を全体で共 する。 

・資料  

・資料  

まとめ 

0分 

まとめ（ 0分） 

・ ーについて、 の

で学ん ことをワークシートに

き、全体で共 する。 

・まとめの を く。 ・ された考えや記 をもとに、

ねらいをおさえ、まとめる。 

参考資料など  

資料  「人権学習ワークシート集  人権教育実践 ・指導の き（ 校  第 集） 」 

 神 教育 員会教育 行 部行 （令和４年３月） 

資料  動画「 どもが どもでいられる に。 ーって、知っています 」（30 ） 

生 省 ー ー   

資料  「 ーについて ーとは」  

生 省 ー ー   

資料  動画「 ー ーって、知っています 」 

生 省 ー ー   

資料  教職員向け資料「 ーの現状と支 のあり方」  

神 教育 員会教育 支 部学校支 （令和４年３月） 

2 2022033  

・ ーについての現状を知り、教職員が指導の場面で 切な支 につな て

いくことが大切 と確認する。
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2 

ワークシート 

（             ）

 資料を参 し、 の りで ー もしれないと考えられる を きまし う。

 動画の内容をもとに、 ーをどのように支 するの 考えて きまし う。

３ ーについて、 の で学ん ことを きまし う。 

ーって う どもが「自分らしく生きる」ために
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      人権 人権 の

    たの権

 学  

  学校 年生 年生、中学生 

  

  生活で感じる な気持ちや しい気持ちを自覚し、自分や ちに ます を ける活動をと

おして、自分の「心の み」への向き合い方や、 ったときや ん ときは相 してもよいことを知る

ことで、自分や ちを大切にしようとする いをもつことができるようにする。 

 の 

 ワークシート 

 相 関が れた資料 

  

「 どもの権利 」（ 年 ）の「生きる権利」では、すべての どもの が られ、もっ

て生まれた 力を十分に ばして成 できるよう、 、教育、生活への支 などを受けることが保

されています。 

し し、文部科学省の「令和3年3月  児童生徒の自 について（通知）」によると、

・ 生 省の自 計では、令和 年度中における児童生徒の自 者 は 人（ 定値（令和３

年 月 ））で、 年と して４ 加、そのうち、 中 生の自 者 は200人（ 定値

（令和３年 月 ））で 年と して となっています。 

この通知には、「自 教育を実 するなどにより、児童生徒自 が心の に気づき、 な

できる大人に相 できる力を うとともに、児童生徒 らの みや相 を く受け止めることができ

るようにすること」と示されており、「 の し方に関する教育」の重要性が べられています。 

本ワークでは、ま 、 ー で「自分を知る」こと ら めます。ここで られた

きなことは、児童・生徒の で ト 解 を 助けしてくれるものであり、さらに、 なことに

会ったときは、心を支え、 （ 力）になります。この支えてくれるものが ければ

い ど、 な状況で さを発 できることになります。 

そしてワークを通じて、「心の み」に する 方法や、「 て」されたことで感じる 心感、

「心の み」を自覚したり に えたりすることのよさに気づくことができるでし う。 

  た  

 学 の    

導  

0分 

学習の確認（2分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「自分を知 う」 

自分にとっての次のものを く。 

・ きなこと、 きな べ 、 

っていること、大切な人・もの 

じ んけんをして った人が発 する

ものを び、理由とともに える。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・ワークシートを する。 

・４人 度の ー をつくる。 

・ でも、 きなこと、大切なもの

をもっていると ける。 

・ く人は、 定せ 共感的に受け

止めるように える。 

・ワークシート 
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わったら、 ー 内で感 を え

合う。 

展開 

学校 

2 分 

中学校

30分 

ク （ 2 分、中30分） 

「 ち ら相 されたときの の き

方を知 う」

ク  

さんの立場 ったらどのように感じ

ると う 考えて く。 

あなたが さん ら相 を受けたとす

るとどのような態度（気持ち）で い

てあ たらよい 考えて く。 

ー 内で発 する。 

さんにどのような を ける 考

えて く。 

ー 内で発 する。 

ー で た態度や をク 全

体で発 する。 

ク  

「相 された の の き方に

しよう」

・2人組になって、一人は自分の み、

っていること（ ）を え、も

う一人は く ー を行う。 

・ を いたときの気持ちや相 したと

きの気持ちを り り く。 

・４人 度の ー をつくる。 

・考えにくい場合は、次の を参考

に する。 

（ ） まで く。相 をうつ。 

   定しない。等 

・考えにくい場合は、次の を参考

に する。 

（ ）大 ったね。大人に相 し

よう。いつでも くよ。等 

・ された態度、 を してお

く。 

・ ク で た考えをも

とに、お互いの気持ちを考えなが

ら ー するように促す。 

・ の内容に ったときには、

さんの内容でよいと える。 

・ い気持ちになったときには、

理しなくてもよいと える。 

まとめ 

0分 

まとめ（ 0分） 

・まとめの を き、活動の り りを

く。 

・ をとおして児童・生徒 ら

された考えや記 をもとに、ねら

いをおさえ、まとめる。 

・ どもへの支 に関わる相 関

を する。 

・資料 

（相 関） 

参考資料など  

「教 にできる自  どもの を さない」 

 中 大学 員 員 科大学校教  教育開発 （令和 年） 

「 どもの社会的  つながることは 心すること 自分もみんなも大切なひとり」 

教育 員会（20 年） 

・心の みを自覚し、 に えることのよさに気づ せることが大切である。

・心の や みを感じた には、「大 」と自分自 に を けて、自分の心

の みに気づくこと、そして心の や みは えにくいので、 や文 に し、

「 て」を受けることが大切である。

・ にはあなたを りたいと っている大人が にいることを知り、相 したい

ときは、相 する人はあきらめないで え けることが大切である。

・ なことがあった 、ワークシートに いてあるものが支えてくれたり、 して

くれたりする大 な ーであることを理解する。
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ワークシート

（   ）年（   ）組（   ）                 

ー  「自分を知 う」  

わたしの
す

きなことは わたしの
す

きな べ は 

わたしのがんばっていることは わたしの大切な人やものは 

ク  ち ら相 されたときの の
き

き方を知 う 

 あなたが さんの立場 ったらどのように感じると います 。 

 あなたが さん ら相 を受けたとしたら、どのような態度
た い ど

（気持ち）で
き

いてあ たらよいと

います 。 

さんにどんな を けてあ ます 。 

この
じ う

を り
え

って、これ ら「心の
いた

み」を感じたときや、 ち ら
な や

みを相 されたとき

はどのようにしたらよい 、考えたことを きまし う。 

はあなたの権利
け ん り

さんの
な や

み 部活動（ク 活動）の上級生がこわくて
な や

んでいます。部活動（ク 活動）は大
い す

き けど、上級生には も えない 気
ん い き

があります。
とく

にいや ったのは、 いたいことも え に、

「おまえは、
と く べ つ

ー 。」と われて一人 け
ちが

うことをさせられたことです。みんなと一
い っ し

にやり

た ったのに・・・。もっと自由に っていることが えたらいいなあと います。 

教育 員会 どもの権利学習資料「わたしもあなたも いて」より
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参考資料 は、神 教育 員会 ー ー を 確認く さい。 

神 教育 員会相 知 ー（令和４年度 ）より

（ 意 ）これらの相 関は、神 の 立学校を にした令和４年 現在の相 です。

の は学校に 示されている ーや相 ー 等で確認しまし う。

（ 意 ）「３ いじめ」については、相 につながる の 次 ー を記 した ー を

学校の ー シ 等でみなさんに しています。 

そう んさき 
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